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慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
の
回
顧
と
現
況

　
－
政
治
学
科
開
設
九
〇
年
に
あ
た
っ
て
ー

堀

江

湛

慶鷹義塾大学法学部政治学科の回顧と現況

一
、
政
治
学
科
の
変
遷

二
、
政
治
学
科
の
教
員
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
学
生
数

三
、
大
学
院
と
研
究
者
養
成
お
よ
び
博
士
学
位

一
、
政
治
学
科
の
変
遷

　
慶
鷹
義
塾
大
学
の
政
治
学
科
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
年
）
に
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
慶
鷹
義
塾
は
大
学
の
整
備
・
拡
充
を
図
る
と

と
も
に
、
慶
懸
義
塾
の
諸
学
校
の
組
織
を
再
編
し
大
学
を
頂
点
と
す
る
一
貫
教
育
の
体
制
を
確
立
し
た
。
こ
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
、
従

来
の
大
学
部
と
い
う
名
称
は
大
学
科
、
逆
に
各
学
科
は
学
部
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
改
革
の
一
環
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

既
存
の
法
学
部
、
文
学
部
、
理
財
学
部
の
三
学
部
に
加
え
、
新
た
に
政
治
学
部
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
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（
2
）

有
為
な
政
治
家
を
養
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
大
学
は
こ
の
改
革
で
普
通
部
高
等
科
を
吸
収
し
て
三
年
制
か
ら
五
年
制
と
な
り
、
第
一
、

第
二
学
年
で
は
従
来
高
等
科
の
担
当
し
て
い
た
高
等
普
通
教
育
を
各
学
部
共
通
で
教
授
し
、
第
三
学
年
か
ら
各
学
部
の
専
門
教
育
が
行
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
福
沢
諭
吉
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
年
）
九
月
、
最
初
の
脳
内
出
血
で
倒
れ
た
。
従
っ
て
こ
の
学
制
改
革
と
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

治
学
部
の
開
設
は
、
福
沢
の
慶
鷹
義
塾
に
お
け
る
ハ
ー
ド
面
で
の
最
後
の
大
事
業
と
な
っ
た
。

　
わ
が
国
の
大
学
で
は
法
学
部
が
法
律
学
科
と
政
治
学
科
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
学
部

開
設
の
時
点
で
既
に
二
学
科
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
学
部
の
発
展
に
伴
っ
て
政
治
学
科
が
増
設
さ
れ
た
か
、
何
れ
か
の
例
が
多
い
．
し

か
し
、
慶
鷹
義
塾
大
学
で
は
以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
、
政
治
学
科
と
法
律
学
科
は
元
来
独
立
の
学
部
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
両
学
科
は
の

ち
に
大
学
令
の
制
定
に
伴
い
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
同
法
に
準
拠
す
る
た
め
慶
鷹
義
塾
大
学
の
学
制
改
革
を
行
な
っ
た
際
に
、
同
法

の
規
定
に
則
る
た
め
一
学
部
と
し
て
合
体
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
法
学
部
が
組
織
さ
れ
て
か
ら
既
に
七
〇
年
近
く
経
っ

て
お
り
、
今
日
教
員
も
学
生
も
一
つ
の
学
部
と
し
て
完
全
に
一
体
化
し
融
合
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
成
立
の
事
情
か
ら
、
法
律
学
科

と
政
治
学
科
は
伝
統
的
に
専
任
教
員
数
も
学
生
数
も
ほ
ぼ
同
数
で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
一
年
か
ら
別
々
に
な
っ
て
い
る
。

　
慶
鷹
義
塾
に
お
い
て
高
等
教
育
課
程
が
大
学
部
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
の
は
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
慶
鷹
義
塾

で
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
年
）
頃
か
ら
次
第
に
近
代
的
学
校
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
施
設
の
整
備
が
進
み
、
外
国
人
教
師
を
増
員
し

英
語
教
育
の
強
化
を
は
か
っ
て
き
た
。
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
年
）
帝
国
大
学
令
に
よ
り
東
京
大
学
が
帝
国
大
学
に
改
組
さ
れ
た
の
に
刺

激
さ
れ
、
慶
鷹
義
塾
で
も
大
学
設
立
の
気
運
が
高
ま
り
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
に
至
っ
て
文
学
、
法
学
、
理
財
よ
り
な
る
大
学
部

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

が
発
足
す
る
に
至
っ
た
．
前
年
、
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
、
二
三
年
に
は
第
一
回
総
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
同
年
暮
、
第
一
回
帝
国
議
会
が

開
催
さ
れ
た
。
慶
鷹
義
塾
大
学
は
こ
の
よ
う
に
わ
が
国
の
近
代
国
家
と
し
て
の
制
度
、
組
織
の
整
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
く
明
治
二
〇
年

代
初
頭
の
急
速
な
近
代
化
と
い
う
時
代
的
背
景
の
も
と
に
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
大
学
開
設
後
の
慶
鷹
義
塾
の
経
営
は
困
難
を
極
め
た
。
学
生
総
数
は
百
名
を
割
り
、
当
初
目
標
に
し
た
三
百
名
に
は
遠
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（
5
）

く
及
ば
な
か
っ
た
。
ま
た
大
学
開
設
に
際
し
、
慶
感
義
塾
は
米
国
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
エ
リ
オ
ッ
ト
総
長
に
推
薦
を
求
め
、
各
学
部
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
米
国
人
教
授
を
主
任
教
授
と
し
て
招
聴
し
た
が
、
こ
の
人
件
費
が
財
政
を
圧
迫
し
、
そ
の
給
与
の
み
で
全
授
業
料
収
入
を
は
る
か
に
上

回
る
と
い
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
。

　
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
年
）
頃
に
な
る
と
大
学
の
組
織
、
運
営
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
欠
陥
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
若
手
教
員
の

中
か
ら
改
革
意
見
が
出
さ
れ
る
一
方
、
慶
鷹
義
塾
の
経
営
の
責
を
負
う
評
議
員
会
の
中
に
は
大
学
部
廃
止
の
声
も
高
ま
っ
て
き
た
．
折
か

ら
明
治
二
七
・
八
年
の
日
清
戦
役
の
直
後
で
、
日
本
経
済
の
急
速
な
発
展
に
伴
い
、
中
等
教
育
を
受
け
る
生
徒
数
は
増
加
の
一
途
に
あ
っ

た
。
帝
国
大
学
に
お
け
る
受
験
競
争
が
激
烈
化
し
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
年
）
に
は
京
都
帝
国
大
学
が
増
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
の
不
振
に
苦
し
む
慶
鷹
義
塾
に
お
い
て
評
議
員
会
は
一
度
は
大
学
の
廃
止
を
決
断
し
た
が
、

福
沢
諭
吉
の
硬
い
決
意
に
よ
っ
て
、
一
転
む
し
ろ
大
学
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
危
機
を
乗
り
切
り
、
慶
鷹
義
塾
の
維
持
発
展
を
は
か

　
　
　
　
　
（
7
）

る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、
慶
籐
義
塾
の
諸
学
校
間
相
互
に
み
ら
れ
た
学
年
の
重
複
や
不
揃
い
な
入
学
、
・
卒
業
時
期
を
改
め
、
明
治
三
一

年
（
一
八
九
八
年
）
、
幼
稚
舎
に
初
ま
り
大
学
を
頂
点
と
す
る
初
等
・
中
等
・
高
等
教
育
の
一
貫
教
育
の
体
制
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

（
8
）た
。
こ
の
時
、
新
し
い
慶
鷹
義
塾
の
中
心
と
し
て
、
欧
米
の
教
育
事
情
の
視
察
か
ら
帰
朝
し
た
鎌
田
栄
吉
が
塾
長
に
選
任
さ
れ
、
入
れ
替

り
に
教
頭
門
野
幾
之
進
が
欧
米
視
察
に
出
発
し
た
。

　
日
清
戦
役
後
、
わ
が
国
の
議
会
政
治
に
お
い
て
政
党
と
く
に
民
党
の
力
を
無
視
す
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
に
な
っ
た
。
明
治
三
一
年

（
一
八
九
八
年
）
に
は
、
わ
が
国
最
初
の
政
党
内
閣
で
あ
る
大
隈
内
閣
が
成
立
す
る
。
こ
の
初
期
議
会
に
お
け
る
民
党
の
有
力
な
指
導
者
の

多
く
は
慶
鷹
義
塾
の
出
身
者
で
あ
っ
た
。
大
学
拡
充
に
あ
た
っ
て
評
議
員
の
中
か
ら
政
治
学
部
を
開
設
す
べ
し
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
の

は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
政
治
学
部
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
年
）
に
開
設
さ
れ
た
も
の
の
、
翌
三
二
年
夏
、
教
頭
門
野
幾
之
進
が
帰
国
す
る
や
、
当
時
の
ド
イ

ツ
の
大
学
や
ア
メ
リ
カ
で
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
範
を
と
っ
て
三
三
年
度
か
ら
分
科
制
を
廃
し
、
単
位
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制
を
採
用
す
る
大
学
組
織
の
根
本
的
改
革
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
．
こ
の
改
革
に
先
立
ち
、
大
学
科
は
再
び
大
学
部
、
普
通
科
は
普

通
部
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
学
の
各
学
部
も
学
科
と
な
り
、
三
一
年
以
前
の
名
称
に
も
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
っ
て
政
治
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

も
政
治
学
科
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
改
革
は
翌
三
三
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
が
、
僅
か
一
年
に
し
て
挫
折
し
、
も
と
の
分
科
制
に
復

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
改
革
の
失
敗
は
学
生
の
強
い
反
対
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
判
事
・
検
事
登
用
試
験
の
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

験
資
格
を
失
う
法
律
学
部
の
学
生
の
反
対
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
の
ち
時
事
新
報
の
社
長
と
な
っ
た
小
山
完
吾
ら
が
そ
の
急
先
鋒
で
あ

っ
た
と
い
う
。

　
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
年
）
政
府
は
専
門
学
校
令
を
制
定
し
、
官
立
専
門
学
校
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
法
的
規
制
の
な
か
っ
た
私
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

大
学
も
こ
の
法
律
に
準
拠
せ
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
当
時
、
私
立
大
学
は
慶
鷹
義
塾
大
学
の
よ
う
に
修
業
年
限
五
年
の
も
の
か
ら
、
も
う

少
し
短
い
も
の
ま
で
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
が
、
何
れ
も
三
年
以
上
で
あ
っ
た
。
同
法
は
専
門
学
校
の
修
業
年
限
を
三
力
年
以
上
（
実
際
に

は
医
専
以
外
は
三
年
）
と
し
、
専
門
学
科
の
た
め
に
予
科
を
置
き
う
る
と
し
て
い
た
．
そ
こ
で
私
立
大
学
は
何
れ
も
三
年
の
本
科
の
下
に
予

科
を
置
か
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
．
当
時
、
官
立
専
門
学
校
は
す
べ
て
三
力
年
（
医
専
は
四
力
年
）
で
、
予
科
を
も
た
な
か
っ
た
か

ら
、
同
法
は
私
立
大
学
を
法
制
上
官
立
専
門
学
校
な
み
に
格
下
げ
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
当
時
東
京
大
学
の
経
常
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

は
七
三
万
余
円
、
京
都
大
学
の
経
常
費
は
五
六
万
余
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
慶
鷹
義
塾
大
学
の
総
収
入
は
一
三
万
円
弱
で
あ
っ
た
．
医

理
工
を
含
む
両
大
学
と
文
系
み
の
の
慶
鷹
義
塾
大
学
を
一
律
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
予
算
規
模
、
ス
タ
ッ
フ
数
に
お
い
て
大

き
な
格
差
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
反
面
、
新
設
さ
れ
た
地
方
帝
国
大
学
が
著
し
い
教
員
不
足
に
悩
み
、
学
問
水
準
の
維
持
に
苦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

し
ん
で
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
同
法
は
私
立
大
学
の
整
備
に
名
を
借
り
て
、
私
立
大
学
を
専
門
学
校
と
位
置
づ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
法
制
上
帝
国
大
学
と
の
格
差
を
設
け
、
帝
国
大
学
の
地
位
を
守
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
慶
鷹
義
塾
大
学
は
翌
三
七

年
（
一
九
〇
四
年
）
か
ら
こ
の
法
律
に
準
拠
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
は
三
六
年
度
か
ら
制
度
改
革
が
行
な
わ
れ
、
大
学
は
従
来
の

五
年
制
が
予
科
二
年
、
本
科
三
年
と
な
っ
た
。
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明
治
三
一
年
の
大
学
改
革
の
一
環
と
し
て
慶
懸
義
塾
大
学
は
外
国
人
教
授
依
存
を
脱
却
し
、
慶
慰
義
塾
大
学
の
卒
業
生
、
若
手
教
員
を

海
外
留
学
に
派
遣
し
、
自
力
で
教
員
を
養
成
す
る
と
い
う
、
大
学
運
営
の
方
針
の
根
本
的
転
換
を
決
定
し
た
。
こ
の
結
果
、
慶
鷹
義
塾
大

学
は
明
治
三
二
年
か
ら
苦
し
い
財
政
下
、
若
手
教
員
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
海
外
留
学
に
派
遣
し
、
教
授
陣
の
充
実
を
は
か
っ
た
。
専
門
学
校
令

に
よ
る
改
組
は
単
な
る
制
度
の
手
直
し
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
義
塾
派
遣
留
学
生
の
帰
朝
に
よ
っ
て
、
慶
鷹
義
塾
大
学
の
研
究
、

教
育
は
飛
躍
的
な
充
実
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）
四
月
、
外
交
史
・
比
較
憲
法
研
究
の
目
的
で
フ
ラ
ン
ス
に
派

遣
さ
れ
て
い
た
林
毅
陸
が
四
年
間
の
留
学
を
終
え
て
帰
朝
し
た
。
こ
の
結
果
、
政
治
学
科
は
は
じ
め
て
政
治
学
科
の
中
心
科
目
を
担
当
す

る
専
任
教
授
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
か
ら
大
正
三
年
ま
で
、
政
治
学
科
の
中
心
科
目
を
担
当
す
る
諸
教
授
が
逐
次
留
学
か
ら
帰
朝

し
、
政
治
学
科
の
基
礎
が
固
ま
っ
た
。
な
お
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
慶
感
義
塾
は
研
究
者
の
積
極
的
養
成
と
高
度
の
職
業
教
育
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

目
的
と
し
て
大
学
院
を
設
置
し
た
。

　
大
正
時
代
に
入
る
と
私
立
大
学
を
法
制
上
専
門
学
校
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
や
、
官
立
専
門
学
校
の
大
学
昇
格
運
動

等
が
高
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
大
正
七
年
臨
時
教
育
会
議
の
答
申
に
も
と
づ
ぎ
、
大
学
令
が
制
定
さ
れ
、
私
立
大
学
も
法
制
上
大
学

と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
大
学
令
に
は
大
学
に
設
置
し
う
る
学
部
と
し
て
法
学
部
、
経
済
学
部
等
は
例
示
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
）

い
る
が
政
治
学
部
は
例
示
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
同
法
は
特
例
と
し
て
実
質
及
び
規
模
に
お
い
て
一
学
部
を
構
成
す
る
に
足
る
場
合

に
は
、
例
示
さ
れ
た
学
部
の
分
合
も
認
め
る
と
し
て
い
た
が
、
慶
鷹
義
塾
で
は
政
治
学
科
を
法
律
学
科
と
合
体
さ
せ
、
法
学
部
を
構
成
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
政
治
学
科
の
卒
業
生
は
各
年
度
十
数
名
で
あ
り
、
実
質
、
規
模
に
お
い
て
一
学
部
を
構
成
す
る
に
足
る
と
主
張

す
る
に
は
無
理
が
あ
り
、
法
律
学
科
も
卒
業
生
は
各
年
度
二
十
数
名
で
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
．
か
く
て
大
正
九
年
以
降
政
治
学
科
は

法
律
学
科
と
と
も
に
法
学
部
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
り
、
予
科
三
年
、
本
科
三
年
の
六
年
制
と
な
っ
た
。

　
こ
の
学
制
改
革
に
よ
り
政
治
学
科
の
学
生
は
一
挙
に
倍
増
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
年
）
に
最
初
の
卒
業
生
五
八
名

が
送
り
出
さ
れ
た
が
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
年
）
に
は
一
一
〇
名
、
以
後
八
○
名
前
後
か
ら
多
い
年
は
二
〇
〇
名
近
く
の
卒
業
生
を
出
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す
よ
う
に
な
る
。
こ
と
に
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）
日
吉
に
予
科
が
移
転
し
て
以
降
、
各
年
度
卒
業
生
は
一
二
〇
名
を
越
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
卒
業
繰
り
上
げ
、
修
業
年
限
の
短
縮
や
文
科
系
学
生
の
徴
兵
猶
予
の
停
止
に
伴
う
い
わ
ゆ
る
学
徒
動
員
等
は
慶

鷹
義
塾
大
学
政
治
学
科
だ
け
の
間
題
で
は
な
い
の
で
詳
述
は
避
け
る
。
た
だ
特
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
昭
和
一
八
年
の

大
学
院
制
度
の
整
備
と
大
学
院
特
別
研
究
生
の
制
度
導
入
の
問
題
で
あ
る
。
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
年
）
政
府
は
戦
時
下
わ
が
国
の
学
間

水
準
の
維
持
と
研
究
者
の
後
継
者
育
成
の
目
的
で
従
来
、
有
名
無
実
で
あ
っ
た
大
学
院
を
組
織
化
し
、
こ
こ
で
研
究
を
続
け
る
特
別
研
究

生
の
制
度
を
設
け
よ
う
と
し
た
。
文
部
省
は
初
め
こ
の
大
学
院
を
官
立
大
学
に
限
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

こ
の
年
の
初
め
以
来
、
慶
慮
義
塾
塾
長
小
泉
信
三
は
新
聞
紙
上
そ
の
他
に
よ
り
再
三
に
わ
た
る
厳
し
い
抗
議
を
行
い
、
早
稲
田
大
学
総
長

も
ま
た
こ
れ
に
同
調
し
た
。
こ
の
た
め
政
府
は
、
早
稲
田
大
学
及
び
慶
鷹
義
塾
大
学
に
対
し
て
も
こ
の
制
度
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。
も

っ
と
も
、
こ
の
定
員
は
講
座
数
を
基
に
算
定
し
、
私
学
も
こ
れ
に
準
ず
る
と
さ
れ
た
が
、
同
年
の
文
部
省
予
算
に
は
私
学
分
は
計
上
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
文
部
省
は
予
備
費
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
当
す
る
こ
と
と
し
た
。
実
際
に
法
学
部
に
割
り
当
て
ら
れ
た
人
員
は
一
名

で
、
こ
れ
に
後
に
法
学
部
教
授
と
な
っ
た
中
村
菊
男
が
選
ば
れ
た
。

　
第
二
次
大
戦
後
、
昭
和
二
二
年
教
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
新
し
い
大
学
制
度
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
、
慶
慮
義
塾
大
学
は
昭
和
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

四
年
度
か
ら
新
制
大
学
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
慶
鷹
義
塾
大
学
で
は
、
専
門
教
育
と
一
般
教
育
、
語
学
教
育
に
つ
い
て
学
部
タ
テ

割
り
制
度
を
と
る
こ
と
に
な
り
、
法
学
部
の
専
任
教
員
に
は
従
来
の
法
律
学
科
、
政
治
学
科
の
教
員
の
外
に
新
た
に
一
般
教
育
、
語
学
を

担
当
す
る
教
員
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
．
こ
の
新
制
大
学
は
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
年
）
三
月
に
最
初
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。

　
こ
の
新
し
い
大
学
制
度
で
は
大
学
院
が
学
部
と
並
ぶ
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
学
院
は
学
部
の
教
授
会
に
か
わ
っ
て

大
学
院
委
員
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
委
員
会
は
、
実
際
に
は
学
部
と
兼
担
で
あ
っ
た
が
、
固
有
の
教
員
で
あ
る
研
究
科
委
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
学
部
と
は
異
な
る
固
有
の
学
科
目
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
慶
慮
義
塾
大
学
で
は
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
年
）
度
に
修
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士
課
程
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
年
）
度
に
は
博
士
課
程
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
大
学
院
法
学
研
究
科
に
は
民
事
法
学
専
攻
と
政
治

学
専
攻
が
設
け
ら
れ
、
研
究
科
委
員
は
教
授
就
任
二
年
目
以
降
の
専
任
教
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
専
攻
分
け
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
政
治
学
専
攻
の
研
究
科
委
員
は
法
律
学
科
の
憲
法
、
行
政
法
、
国
際
法
担
当
教
授
と
政
治
学
科
教
授
か
ら
構
成
さ
れ

た
。
昭
和
三
七
年
度
に
政
治
学
専
攻
に
属
す
る
公
法
系
教
授
に
、
民
事
法
専
攻
に
属
す
る
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
の
教
授
を
加
え
て
公
法
学

専
攻
が
独
立
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
政
治
学
専
攻
は
法
律
学
科
の
公
法
系
と
政
治
学
科
の
教
授
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

た
。
一
方
大
学
院
設
立
に
あ
た
り
、
慶
鷹
義
塾
大
学
で
は
文
学
部
、
経
済
学
部
、
法
学
部
に
分
散
し
て
い
た
社
会
学
専
攻
の
教
授
を
集
め

て
大
学
院
社
会
学
研
究
科
を
開
設
し
た
。
法
学
部
で
は
政
治
学
科
の
社
会
学
担
当
の
教
授
米
山
桂
三
が
社
会
学
研
究
科
の
専
任
研
究
科
委

員
と
な
り
、
法
学
研
究
科
は
兼
担
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
政
治
学
科
を
卒
業
し
て
大
学
院
に
進
む
学
生
の
う
ち
社
会
学
系
の
学
生
は
政
治

学
研
究
科
に
進
む
者
と
社
会
学
研
究
科
に
進
む
者
と
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
現
在
、
政
治
学
科
の
専
任
教
員
は
三
二
名
（
常
任
理
事
と
し
て
学
部
の
籍
を
離
れ
て
い
る
者
一
名
を
含
む
V
、
政
治
学
科
の
学
生
定
員
は
一
学

年
六
〇
〇
名
、
四
学
年
で
計
二
、
四
〇
〇
名
で
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
八
年
）
度
、
政
治
学
科
卒
業
生
は
五
七
五
名
、
在
籍
学
生
は
二
、
五

八
八
名
（
三
月
三
日
現
在
〉
を
擁
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

二
、
政
治
学
科
の
教
員
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
学
生
数

　
明
治
一
三
年
（
U
八
九
八
年
）
政
治
学
科
の
設
置
に
あ
た
り
、
各
学
部
共
通
の
第
一
・
第
二
学
年
と
専
門
も
分
か
れ
る
第
三
学
年
が
同
時

に
開
設
さ
れ
た
．
こ
の
結
果
、
三
年
生
転
部
四
名
、
二
年
生
の
外
部
編
入
一
名
、
一
年
生
七
名
計
一
二
名
の
学
生
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

　
　
（
2
0
）

に
な
っ
た
。
当
時
、
慶
鷹
義
塾
で
は
学
生
は
各
学
部
に
分
属
し
て
い
た
が
教
員
は
全
学
部
一
体
で
、
ま
た
専
任
、
兼
任
の
区
別
も
今
日
の

よ
う
に
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
各
学
部
の
学
科
目
も
相
互
に
重
複
す
る
部
分
が
多
か
っ
た
。
開
設
当
時
、
政
治
学
部
に
の
み
に
設
置
さ
れ
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て
い
た
科
目
は
近
世
政
治
史
（
第
三
、
四
学
年
）
と
憲
法
学
（
第
四
学
年
）
の
二
科
目
の
み
で
あ
っ
た
。
他
に
政
治
学
に
関
係
の
深
い
科
目
と

し
て
は
、
他
学
部
と
共
通
で
帝
国
憲
法
、
国
際
公
法
、
行
政
法
等
が
置
か
れ
て
い
た
．
ま
た
法
律
学
関
係
の
諸
科
目
の
外
、
経
済
学
、
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

政
学
、
社
会
学
、
社
会
問
題
、
統
計
学
が
置
か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
政
治
学
部
開
設
に
あ
た
り
、
最
初
発
表
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

に
は
第
三
学
年
に
政
治
学
部
固
有
の
科
目
と
し
て
国
家
学
、
第
五
学
年
に
理
財
学
部
と
共
通
で
行
政
学
が
設
置
し
て
あ
っ
た
．
ま
た
第
三

学
年
の
他
学
部
共
通
の
憲
法
学
に
は
カ
ッ
コ
で
帝
国
憲
法
と
付
記
し
て
あ
り
、
第
四
学
年
の
政
治
学
部
固
有
の
憲
法
学
に
は
カ
ッ
コ
で
国

法
原
理
、
比
較
憲
法
と
付
記
し
て
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
に
は
政
治
学
は
国
家
学
の
一
分
野
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
国
家
学
は
政
治
学
部
の

中
心
科
目
で
あ
る
。
受
持
講
師
の
表
に
は
適
任
者
の
名
前
も
み
ら
れ
る
が
、
担
当
科
目
は
別
の
科
目
に
な
っ
て
い
る
。
担
当
時
間
数
の
関

係
で
開
設
が
見
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
初
期
の
段
階
で
は
こ
れ
ら
学
科
目
の
担
当
者
は
い
ず
れ
も
今
日
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
兼
任
教
員
で
あ
り
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
年
）

の
改
革
で
、
教
員
の
自
力
養
成
主
義
に
転
換
し
た
こ
と
と
、
当
時
の
財
政
事
情
を
反
映
し
て
、
既
存
三
学
部
の
よ
う
に
開
設
に
あ
た
り
、

米
国
か
ら
教
授
を
招
く
と
い
う
こ
と
も
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
英
国
憲
法
史
と
市
政
論
な
ど
を
担
当
し
た
専
任
の
外
国
人
教
授
マ
ッ
ク
ラ

レ
ン
（
≦
。
拍
冒
畠
§
β
）
が
着
任
し
た
の
は
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
年
）
四
月
、
政
治
学
部
は
最
初
の
卒
業
生
四
名
を
送
り
出
し
た
。
し
か
し
慶
鷹
義
塾
の
期
待
に
も
か
か
わ
ら
ず

そ
の
後
の
卒
業
生
は
明
治
年
間
多
い
年
で
一
四
名
、
少
な
い
年
で
は
一
名
、
数
名
と
い
う
年
が
続
い
た
．
そ
の
中
で
明
治
三
六
年
（
一
九

〇
三
年
）
四
月
、
の
ち
に
政
治
学
科
の
中
心
教
授
に
な
る
板
倉
卓
造
が
卒
業
し
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
三
月
に
は
高
橋
誠
一
郎
、

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
に
は
小
泉
信
三
が
卒
業
し
て
い
る
．
両
者
は
後
に
、
慶
懸
義
塾
大
学
を
代
表
す
る
経
済
学
者
に
成
長
す
る
。

　
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
年
）
、
翌
年
度
か
ら
専
門
学
校
令
に
準
拠
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
学
科
目
の
手
直
し
に
よ
っ
て
、
政
治
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

の
学
則
に
は
初
め
て
第
一
学
年
に
政
治
学
の
科
目
が
設
置
さ
れ
た
．
担
当
者
は
木
場
貞
長
で
あ
っ
た
。
木
場
は
兼
任
教
員
で
は
あ
っ
た
が
、

慶
鷹
義
塾
大
学
政
治
学
科
の
最
初
の
政
治
学
担
当
者
と
い
う
名
誉
を
担
う
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
木
場
が
出
講
し
た
の
は
こ
の
年
度
限
り
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で
、
以
後
三
七
、
八
年
度
は
休
講
と
な
ρ
て
い
る
。
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
度
に
は
学
則
に
は
な
い
国
家
学
が
開
講
さ
れ
、
兼
任
の

蔵
原
惟
郭
が
担
当
し
た
が
、
年
度
中
に
退
任
し
、
そ
の
後
を
受
け
て
同
年
度
中
木
場
が
こ
れ
を
担
当
し
て
い
る
。
蔵
原
の
主
張
で
政
治
学

に
代
え
て
国
家
学
の
名
称
で
開
講
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
先
述
の
よ
う
に
明
治
三
八
年
林
毅
陸
が
帰
朝
す
る
に
至
っ
て
政
治
学
科
は
初
め
て
中
心
科
目
に
慶
鷹
義
塾
出
身
の
専
任
教
授
を
得
る
こ

と
に
な
る
。
林
の
担
当
し
た
の
は
、
外
交
史
、
比
較
憲
法
で
あ
る
。
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
英
仏
独
に
留
学
し
た
田
中
葦
一
郎
が
帰

朝
し
た
。
田
中
葦
一
郎
は
わ
が
国
に
お
け
る
東
洋
史
研
究
の
先
駆
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
政
治
科
で
は
政
治
学
、
列
国
政
治
史
を
担

　
　
　
（
2
6
）

当
し
て
い
た
。
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
板
倉
卓
造
が
欧
米
留
学
か
ら
帰
朝
し
、
同
年
よ
り
政
治
学
と
国
際
公
法
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
慶
鷹
義
塾
政
治
学
科
は
こ
の
時
か
ら
、
政
治
学
を
専
攻
す
る
専
任
教
授
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
大
正
三
年
に
は
占
部
百

太
郎
が
英
国
留
学
か
ら
帰
朝
し
、
欧
州
政
治
史
と
英
国
憲
法
史
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
．
こ
れ
ら
四
教
授
と
外
国
人
教
授
マ
ッ
ク
ラ

レ
ン
の
五
人
に
よ
っ
て
政
治
学
科
の
教
授
陣
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
．

　
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
、
慶
懸
義
塾
の
大
学
、
諸
学
校
に
主
任
制
度
が
導
入
さ
れ
、
林
毅
陸
は
、
初
代
政
治
学
科
主
任
に
就
任
し

た
。
こ
の
学
科
主
任
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）
か
ら
学
長
と
呼
ぽ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
明
治
の
末
年
の
政
治
学
科

の
中
心
は
こ
の
林
毅
陸
で
あ
っ
た
。
し
か
し
林
は
明
治
四
五
年
衆
議
院
議
員
に
選
出
さ
れ
、
大
正
一
二
年
に
は
衆
議
院
議
員
を
辞
し
て
慶

鷹
義
塾
塾
長
に
就
任
す
る
。
ま
た
、
田
中
葦
一
郎
は
明
治
四
三
年
文
学
科
史
に
学
科
を
創
設
す
る
に
つ
い
て
そ
の
中
心
的
役
を
果
た
し
た
。

そ
う
い
っ
た
事
情
と
政
治
学
科
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
加
わ
っ
て
、
大
正
期
に
入
る
と
政
治
学
科
の
中
心
は
板
倉
卓
造
に
移

っ
て
行
く
。
大
学
令
に
よ
り
法
学
部
政
治
学
科
に
な
っ
て
以
来
、
法
学
部
政
治
学
科
の
専
任
教
員
と
な
っ
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
板

倉
卓
造
の
指
導
下
に
育
っ
た
学
者
で
あ
る
。

　
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
法
学
部
政
治
学
科
が
発
足
し
た
が
、
当
時
、
政
治
学
科
固
有
の
学
科
目
と
し
て
は
、
政
治
学
、
比
較
憲
法
、

政
治
思
想
史
、
政
治
制
度
史
、
英
国
憲
法
史
等
が
開
設
さ
れ
て
い
た
．
政
治
学
科
の
専
任
教
員
は
上
述
の
板
倉
、
田
中
、
占
部
に
加
え
新
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表1　新制大学発足以来の専任教員数

年度

4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2

2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
6
6

教授　客員教授　助数授　專任講師　助手　副手　通信インストラクター

1
1
1
1
　
　
　
　
1
1
1
1
　
　
2
2
2
2
2
1

α
α
敏
釧
1
1
2
2
双
以
双
《
9
9
α
以
双
α
以
訊

　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2

－
¶
轟

3
3
4
4
3
2
6
6
9
1
2
0
7
8
5
7
6
6
6
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1

り
白
2

1
1
4
3
4
4
3
5
5
3
5
6
3
2

4
2
3
3
2
2
2
6
5
5
3
3
3
　
2
1

¶
6
¶
6
4
3
4
3

1
1
1
1
2
1
1
1
1

計

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
　
　
2
2
2
2
2
1

4
6
8
4
0
1
5
6
0
2
0
1
2
2
2
3
2
3
2
1

1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

（〉内は，元来法学部専任教授で塾長，常任理事に就任したため，法学部の籍を離れた兼担教授の数

である。専任教授，専任教員の数には含まれていない。

　　　　　　　　　　　　　　　表2　政治学科年度別卒業生数

明34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 大2 3 4 5 6 7 8 9 10

4 2 2 4 4 11 8 11 5 17 13 14 12 10 10 8 14 14 9 28 39

11 昭2 412 13 14 15 3 5 6 7 8 9 10

58 110 65 80 102 76 74 78 ユ48 77 115 196 79 92

11 ・21 131 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

97 861 89 122 168 206 419 137 24 122 130 133 68 150 249

25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

227 365 384 307 439 463 483 452 468 534 702 705 635 686

39　　40　　41 42　　　43　　　44　　　45　　　46　　　47　　　48　　　49　　　50　　　51 52

664　　　748　　　770　　　688　　　827　　　750　　　796　　　826　　　768　　　790　　　721　　　770　　　739　　　603

53　　　54　　　55　　　56　　　57　　　58　　　59　　　60　　　61 62

634　　　633　　　712　　679　　595　　　624　　　575　　581　　596　　575

明治34年～大正10年は大学令施行前，大正11年一昭和25年は大学令準拠による旧制大学，昭和25年一昭和62

年は現行大学。
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進
の
支
那
法
制
論
担
当
の
及
川
恒
忠
お
よ
び
憲
法
専
攻
の
山
崎
又
二
郎
の
五
名
と
外
国
人
教
授
D
・
H
・
ブ
カ
ナ
ソ
（
u
・
胃
評
昌
導
導
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

お
よ
び
塾
長
の
林
毅
陸
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
激
化
す
る
直
前
の
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
年
）
度
に
お
け
る
政
治
学
科
の
専
任

　
　
　
　
　
　
　
（
28
）

教
員
数
は
九
名
で
あ
る
。

　
第
二
次
大
戦
後
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
年
）
度
に
新
制
大
学
が
発
足
す
る
が
、
こ
の
時
の
専
任
教
員
は
教
授
六
名
、
助
教
授
三
名
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

助
手
四
名
の
計
二
二
名
と
塾
長
の
潮
田
江
次
の
一
四
名
か
ら
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
〇
年
代
に
入
る
と
専
任
教
員
数
は
急
速
に

増
加
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
学
生
数
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
．
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
年
）
度
に
は
専
任
教
員
数
は
三
〇
名
に
達
し
、

以
後
、
三
十
数
名
を
上
下
し
て
い
る
（
表
－
）
。
学
生
の
数
も
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
年
）
度
に
は
卒
業
生
四
六
一
二
名
、
昭
和
三
五
年
（
一

九
六
〇
年
）
度
に
は
七
〇
二
名
に
達
す
る
よ
う
に
な
り
、
ピ
ー
ク
で
あ
る
昭
和
四
〇
年
代
半
ば
に
は
八
百
名
を
超
え
る
年
も
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
（
表
2
）
。
し
か
し
昭
和
五
〇
年
代
に
入
る
と
い
わ
ゆ
る
マ
ス
プ
・
教
育
に
対
す
る
学
部
内
の
批
判
と
大
学
紛
争
に
端
を
発
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
改
革
の
一
環
と
し
て
大
学
教
育
の
質
的
改
善
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
年
）
度
以
降
は

卒
業
生
は
六
百
名
に
お
さ
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

三
、
大
学
院
と
研
究
者
養
成
お
よ
び
博
士
学
位

　
新
し
い
大
学
制
度
の
も
と
に
お
け
る
大
き
な
特
色
は
大
学
院
で
あ
る
。
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
に
お
い
て
は
昭
和
二
七
年
（
一
九
五

二
年
）
度
末
、
最
初
の
一
四
名
の
法
学
修
士
が
誕
生
し
た
。
翌
昭
和
二
八
年
度
政
治
学
専
攻
の
博
士
課
程
が
開
設
さ
れ
た
も
の
の
、
一
四

名
の
中
で
引
続
き
博
士
課
程
に
進
学
し
た
者
は
ひ
と
り
も
い
な
い
。
い
ず
れ
も
実
業
界
に
就
職
し
て
お
り
、
開
設
当
初
の
修
士
課
程
は
高

度
の
専
門
職
業
教
育
を
ほ
ど
こ
す
場
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
後
、
最
も
少
い
年
度
で
三
名
、
最
も
多
い
年
度
で
二

三
名
、
ほ
ぼ
一
五
名
前
後
が
毎
年
度
法
学
修
士
を
取
得
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
〇
年
の
問
に
修
士
課
程
の
性
質
は
次
第
に
変
質
し
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表3　大学院法学研究科政治学専攻博士課程の進路

年度 教授
助教授
専任講師

非常勤

講　師
研究所

団体

高校

企業

帰国 留学
単位取得

退学者
不明 計

33～42
10（7）

2（2）

21） 1 1 1 15（7）

2（2）

43～52
232）（9）

2

21（1）

1
1 2 2 1 2 52（10）

3

53～61
1 26（6）3）

8（2）

8
3
（
ヱ〉

5 8

2
1

12

4

62（6）

16（3）

修士4）
12（4）

　〔2〕

9（1）

　〔2〕

1 1 1
〔
1〕

24（5）

　〔5〕

計

46（20）

4（2）

　〔2〕

58（8）

9（2）

　〔2〕

11

3（ヱ）

8 11 2

2
1

13

4
〔
1〕

2 153（28）
2ヱ（5）

　　〔5〕

イタリック（斜体）は社研。（　）は慶癒義塾大学に勤務するものの内数。

注1）1名死去。注2）1名学長。注3）1名有期助手。注4）修士の欄には修士取得後研究教育職につい
ているものの数字のみ記載されている。〔〕内は他大学の博士言署呈に進んだもの。

て
き
た
。
近
年
修
士
課
程
の
修
了
者
の
ほ
と
ん
ど
は
博
士
課
程
（
現

在
で
は
後
期
博
士
課
程
）
の
入
学
試
験
を
受
験
し
、
引
続
き
博
士
課
程

に
進
学
す
る
こ
と
を
望
む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
大
学
院
修
士
課
程

が
研
究
者
の
養
成
機
関
に
変
わ
っ
て
ぎ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
上
述
の
よ
う
に
、
大
学
院
博
士
課
程
が
開
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
二

八
年
（
一
九
五
三
年
）
度
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
博
士
課

程
に
進
学
し
、
最
初
の
一
名
が
必
要
単
位
を
取
得
し
て
退
学
し
た
の

は
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
年
）
度
末
の
こ
と
で
あ
る
．
当
初
は
法
学

部
の
専
任
教
員
に
昇
進
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
採
用
さ
れ
る
助
手
も

修
士
課
程
修
了
の
段
階
で
採
用
さ
れ
、
そ
の
場
合
は
博
士
課
程
に
は

進
学
し
な
か
っ
た
。
助
手
採
用
の
前
提
と
し
て
博
士
課
程
へ
の
進
学

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
年
）
度

以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
年
）
度
か
ら
四
二
年

（
一
九
六
七
年
）
度
ま
で
一
〇
年
間
に
博
士
課
程
の
必
要
単
位
を
取
得

退
学
し
た
も
の
は
一
五
名
に
達
す
る
．
こ
の
単
位
取
得
後
の
進
路
を

み
る
と
、
大
学
教
授
一
〇
名
、
助
教
授
専
任
講
師
二
名
（
う
ち
一
名
は

死
去
）
、
非
常
勤
講
師
一
名
、
帰
国
（
公
務
員
）
一
名
、
企
業
一
名
で

あ
る
。
し
か
も
、
大
学
教
授
一
〇
名
の
う
ち
九
名
は
慶
感
義
塾
大
学

法
学
部
に
勤
務
し
て
い
る
。
ま
た
社
会
学
研
究
科
の
必
要
単
位
を
取
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得
し
て
研
究
教
育
職
に
つ
い
た
も
の
は
二
名
で
、
何
れ
も
慶
懸
義
塾
大
学
法
学
部
の
教
授
で
あ
る
。
初
期
の
大
学
院
博
士
課
程
は
研
究
者

養
成
の
機
関
で
あ
る
と
同
時
に
、
事
実
上
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
の
教
員
の
後
継
者
養
成
を
主
要
任
務
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
と
こ
ろ
が
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
年
）
度
か
ら
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
年
）
度
ま
で
の
つ
ぎ
の
一
〇
年
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
学

教
授
二
三
名
、
助
教
授
専
任
講
師
一
二
名
、
非
常
勤
講
師
一
名
、
研
究
所
一
名
、
団
体
、
高
校
、
企
業
二
名
、
不
明
二
名
と
な
っ
て
い
る
。

社
会
学
研
究
科
に
進
ん
で
研
究
教
育
職
に
つ
い
た
も
の
は
教
授
二
名
、
助
教
授
専
任
講
師
一
名
で
あ
る
。
し
か
し
．
大
学
教
授
二
五
名

（
社
研
を
含
む
）
の
う
ち
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
に
勤
務
す
る
も
の
は
一
〇
名
、
助
教
授
専
任
講
師
二
一
名
の
な
か
に
は
一
名
も
い
な
い
。

大
学
院
博
士
課
程
が
単
に
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
の
後
継
者
養
成
機
関
か
ら
、
広
く
大
学
、
研
究
所
に
お
い
て
研
究
教
育
に
た
ず
さ
わ
る

研
究
者
養
成
機
関
に
転
化
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
年
）
度
か
ら
六
一
年
（
一
九
八
六
年
）
度
ま
で
の
九
年
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
教
授
一
名
、
助
教
授
専
任
講
師
二

六
名
（
う
ち
一
名
は
有
期
助
手
）
、
非
常
勤
講
師
八
名
、
研
究
所
五
名
、
高
校
教
員
・
企
業
八
名
、
留
学
中
二
名
、
単
位
取
得
退
学
者
一
二
名

で
あ
る
。
社
研
に
進
ん
で
研
究
教
育
職
に
就
い
た
も
の
、
及
び
こ
れ
を
望
ん
で
い
る
も
の
は
助
教
授
専
任
講
師
八
名
、
非
常
勤
講
師
三
名
、

留
学
中
一
名
、
単
位
取
得
退
学
者
四
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
単
位
取
得
退
学
者
と
は
、
博
士
学
位
は
取
得
し
て
い
な
い
が
、
博
士
課
程
（
後

期
博
士
課
程
）
の
必
要
単
位
を
取
得
、
退
学
し
．
研
究
教
育
職
を
求
め
て
い
る
者
を
指
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
間
題
は
非

常
勤
講
師
一
一
名
と
単
位
取
得
退
学
者
一
六
名
で
あ
る
．
こ
の
中
に
は
既
に
大
学
の
専
任
教
員
へ
の
採
用
が
決
定
し
．
赴
任
の
年
度
の
来

る
の
を
待
機
し
て
い
る
者
も
含
ま
れ
る
が
、
大
部
分
は
専
任
の
職
が
な
く
、
不
安
定
な
研
究
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
大
学
教
員
の
就
職
は

学
部
学
生
の
就
職
と
異
な
り
、
市
場
が
狭
い
の
で
、
博
士
課
程
の
必
要
単
位
取
得
と
同
時
に
大
学
の
専
任
職
を
得
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

従
っ
て
非
常
勤
講
師
や
単
位
取
得
退
学
者
が
生
ず
る
こ
と
は
あ
る
程
度
止
む
を
え
な
い
が
、
こ
れ
が
数
年
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
期
に
わ
た

る
場
合
は
大
き
な
問
題
と
な
る
。
大
学
院
博
士
課
程
（
後
期
博
士
課
程
）
の
抱
え
る
最
大
の
課
題
と
い
え
よ
う
。
な
お
修
士
課
程
の
み
で
大

学
教
授
．
助
教
授
専
任
講
師
に
就
職
し
て
い
る
も
の
も
か
な
り
の
数
に
達
す
る
が
、
こ
れ
は
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、
慶
鷹
義
塾
法
学
部
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の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
大
学
と
も
必
ず
し
も
博
士
課
程
の
必
要
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
を
就
職
の
条
件
と
し
な
か
ウ
た
た
め
で
あ
る
．

　
と
こ
ろ
で
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
年
）
度
以
降
大
学
院
博
士
課
程
を
終
え
研
究
教
育
職
に
つ
い
た
も
の
、
単
位
取
得
退
学
者
と
し
て
研

究
生
活
を
送
っ
て
い
る
も
の
、
修
士
課
程
修
了
で
研
究
教
育
職
に
つ
い
た
も
の
を
合
せ
る
と
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
だ
け
で
一
五
三
名
、

政
治
学
科
を
卒
業
し
て
社
会
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
に
進
ん
だ
も
の
を
加
え
る
と
一
七
三
名
に
達
す
る
．
さ
ら
に
大
学
院
開
設
前
の
旧
制

大
学
を
卒
業
し
て
研
究
教
育
職
に
つ
い
た
も
の
、
大
学
院
に
進
む
こ
と
な
く
研
究
教
育
職
に
つ
い
た
も
の
を
合
せ
る
と
そ
の
数
は
一
九
〇

名
近
く
に
達
す
る
。
こ
の
多
く
の
者
が
日
本
政
治
学
会
、
国
際
政
治
学
会
、
ア
ジ
ア
政
経
学
会
、
日
本
選
挙
学
会
、
日
本
行
政
学
会
、
日

本
社
会
学
会
、
新
聞
学
会
、
法
制
史
学
会
等
に
所
属
し
て
今
日
研
究
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
研
究
者
の
学
位
の
間
題
で
あ
る
。
大
正
九
年
（
一
九
三
〇
年
）
学
位
令
が
改
正
さ
れ
て
、
各
大
学
は
学
位
授
与

権
を
獲
得
し
た
。
こ
れ
以
前
は
博
士
会
の
推
薦
を
え
て
学
位
が
授
与
さ
れ
て
い
た
。
大
正
九
年
（
一
九
三
〇
年
）
以
前
、
政
治
学
科
の
専
任

教
授
で
あ
っ
た
林
毅
陸
、
田
中
葦
一
郎
、
板
倉
卓
造
ら
は
何
れ
も
こ
の
博
士
会
の
推
薦
に
よ
り
法
学
博
士
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
九
年

（
一
九
三
〇
年
）
以
降
法
学
部
が
授
与
し
た
法
学
博
士
の
う
ち
政
治
学
関
係
は
第
二
次
大
戦
前
は
大
正
一
二
年
（
一
九
三
三
年
）
度
占
部
百
太

郎
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
年
）
度
山
崎
又
次
郎
の
二
名
で
何
れ
も
政
治
学
科
の
教
授
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
は
昭
和
三
四
年
（
一
九

五
九
年
）
度
に
九
名
に
学
位
が
授
与
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
六
名
は
法
学
部
政
治
学
科
の
教
授
で
あ
る
。

　
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
年
）
に
大
学
院
博
士
課
程
が
開
設
さ
れ
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
年
）
に
慶
鷹
義
塾
大
学
学
位
規
程
が
制
定
さ
れ

た
。
い
う
ま
で
も
な
く
現
在
の
大
学
院
の
制
度
で
は
博
士
学
位
は
大
学
院
博
士
課
程
（
後
期
博
士
課
程
）
の
修
了
者
に
与
え
ら
れ
る
の
を
原

則
と
し
て
い
る
が
、
特
例
と
し
て
大
学
院
研
究
科
委
員
会
の
承
認
を
え
て
学
位
論
文
を
提
出
し
．
審
査
に
合
格
し
た
者
に
も
学
位
授
与
の

道
を
開
い
て
い
る
。
前
者
が
課
程
博
士
、
後
者
が
論
文
博
士
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
大
学
院
の
発
足
当
初
は
博
士
課
程
の
出
身
者
に
は
課
程
博
士
、
修
士
課
程
修
了
者
や
旧
制
大
学
出
身
者
に
は
論
文
博
士
が
与
え
ら
れ
て

い
た
が
、
昭
和
四
〇
年
代
半
ば
以
降
、
博
士
課
程
の
単
位
取
得
後
年
数
の
た
っ
て
い
る
も
の
に
は
論
文
博
士
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
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表4　法学部・法学研究科政治学関係博士学位授与数

旧　　制 新　　　　　制

年 大15 昭11 34 計 40 43 45 46 47 49 50 53 54 57 58 59 60 61 62 計

課
程
論
文

1 1 9 11

1
2 1
1
1 1
1

1 1
』Z

2
1
1

8
71

1
1
1
1

2 1 2 1 4 9 22

2

計 1 1 9 11
2

1
1
2 2
2
1
2

1
1

1 2
1
4
1
1 5 9 30

9

イタリック（斜体）は社会学研究科社会学専攻で，法学部所属の米山柱三，生田正輝，十時嚴周，鶴木眞の

諸教授が主査あるいは2名の副査すべてを担当した学位授与数。

て
き
た
。
現
在
で
は
法
学
部
内
の
申
し
合
せ
に
よ
り
、
博
士
課
程
（
後
期
博
士
課
程
）
の
必
要

単
位
を
取
得
退
学
後
、
三
年
以
内
に
論
文
を
提
出
し
た
も
の
に
は
課
程
博
士
、
そ
れ
以
上
の

年
数
を
経
過
し
た
も
の
に
は
論
文
博
士
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
両
者
は

手
続
上
の
相
違
で
学
位
の
価
値
に
違
い
の
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
学
位
取
得
者
は
昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
年
）
度
以
降
急
速
に
増
え
て
き

た
。
六
一
年
（
一
九
八
六
年
）
度
の
授
与
数
は
五
名
、
六
二
年
（
一
九
八
七
年
）
度
は
九
名
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
一
名
を
除
い
て
は
何
れ
も
論
文
博
士
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
四
〇
年
代
に
入

っ
て
博
士
課
程
を
終
え
て
教
職
に
つ
く
も
の
が
倍
増
し
た
が
、
こ
れ
ら
各
大
学
で
教
鞭
を
と

る
研
究
者
が
就
職
後
、
十
数
年
た
ち
、
大
学
院
当
時
か
ら
手
を
つ
け
て
い
た
研
究
の
成
果
が

結
実
し
、
競
っ
て
学
位
論
文
を
提
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
新
し
い
大
学
院
制

度
の
下
に
お
い
て
は
学
位
は
旧
制
の
学
位
と
は
水
準
を
異
に
す
る
と
い
う
議
論
が
し
ば
し
ば

な
さ
れ
る
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
慶
慮
義
塾
大
学
の
法
学
研
究
科
で
授
与
し
て
い
る
学
位

論
文
の
審
査
基
準
は
旧
制
学
位
の
水
準
と
い
さ
さ
か
も
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
慶
鷹
義
塾
大
学
の
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
の
出
身
者
と
政
治
学
科
か
ら
社
会
学

研
究
科
に
進
ん
だ
同
研
究
科
の
出
身
者
で
現
在
、
研
究
教
育
職
に
就
い
て
い
る
者
が
ど
の
よ

う
な
研
究
活
動
を
続
け
て
い
る
か
を
測
定
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
．
た
ま
た

ま
筆
者
は
日
本
政
治
学
会
の
一
九
八
一
年
度
文
献
委
員
長
と
し
て
政
治
学
関
係
の
文
献
リ
ス

ト
を
作
成
し
た
。
こ
の
リ
ス
ト
は
日
本
政
治
学
会
の
年
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
数
の

関
係
で
編
著
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
論
文
や
発
表
さ
九
て
い
る
雑
誌
の
性
格
等
に
よ
り
か
な
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　　　　　表5　1981年度業績発表数

　　　　　　　　　　　　　　　　著書　　論文
政治学（政策決定，システム論を含む）　　3　　　11

政治思想　　　　　　　　　　　4　　15
政治史（日本）　　　　　　　　　　　　1　　　11

政追過程●政治行動’日本政治論・　　　　　　17
　行政・地方自治・都市問題

比較政治・地域研究　　　　　　　　　　1　　　22

国際政治（外交史を含む）　　　　　　　2　　　6

　計　　　　　　　　　　　　　　　11　　82

域
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

の
判
断
に
よ
っ
て
か
な
り
の
相
違
が
生
じ
て
く
る
．

鷹
義
塾
大
学
の
専
任
教
員
や
大
学
院
の
出
身
者
で
研
究
教
育
職
に
就
い
て
い
る
者
の
研
究
状
況
を
示
す
ひ
と
つ
の
目
安
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
今
日
、
慶
鷹
義
塾
大
学
の
政
治
学
科
が
わ
が
国
大
学
に
お
け
る
研
究
教
育
の
政
治
学
に
か
か
わ
る
分
野
で
果
し
て
い
る
役
割
は
極
め
て

大
き
い
。
学
部
に
お
け
る
教
育
水
準
の
向
上
、
大
学
院
に
お
け
る
研
究
者
の
養
成
と
そ
の
出
身
者
の
研
究
水
準
の
維
持
・
向
上
・
成
果
の

発
表
の
拡
大
は
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
以
下
第
二
節
ま
で
の
記
述
は
、
主
と
し
て
『
慶
鷹
義
塾
百
年
史
』
（
中
巻
前
）
（
中
巻
後
）
（
下
巻
）
（
付
録
）
別
巻
（
大
学
編
）
に
ょ
っ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
明
治
三
〇
年
（
一
八
八
七
年
）
九
月
一
六
日
、
慶
鷹
義
塾
の
学
事
、
経
営
に
関
す
る
議
決
機
関
で
あ
る
評
議
員
会
（
第
四
期
第
一
七
回
）
に
お

り
の
文
献
が
カ
ヅ
ト
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
文
献
委
員
会
の
作
成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ー
タ
か

ら
慶
懸
義
塾
大
学
の
政
治
学
科
専
任
教
員
や
大
学
院
法
学
研
究
科
の
政
治
学
専
攻
の
出
身
者
お
よ
び

法
学
部
政
治
学
科
か
ら
大
学
院
社
会
学
研
究
科
に
進
ん
だ
同
専
攻
の
出
身
者
で
研
究
教
育
職
に
就
い

て
い
る
者
の
、
一
九
八
一
年
（
一
月
～
一
二
月
）
に
発
表
し
た
著
書
、
論
文
数
を
算
出
し
て
み
た
。
た

だ
し
、
こ
の
数
の
中
に
は
社
会
学
関
係
の
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
．

　
政
治
学
関
係
で
は
著
書
（
以
下
何
れ
も
単
著
編
著
を
含
む
）
三
冊
、
論
文
一
一
本
、
政
治
思
想
で
は
著

書
四
冊
、
論
文
一
五
本
、
政
治
史
で
は
日
本
政
治
史
で
著
書
一
冊
、
政
治
史
全
体
で
論
文
一
一
本
、

政
治
過
程
・
政
治
行
動
・
日
本
政
治
論
・
行
政
・
地
方
自
治
・
都
市
間
題
で
は
論
文
一
七
本
、
比
較

政
治
・
地
域
研
究
で
は
中
国
関
係
で
論
文
一
二
本
、
中
近
東
・
ア
フ
リ
カ
で
著
書
一
冊
、
論
文
一
〇

本
、
国
際
政
治
で
は
理
論
で
著
書
二
冊
、
論
文
四
本
、
日
本
外
交
で
論
文
二
本
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

合
計
す
る
と
著
書
一
一
冊
、
論
文
八
二
本
に
達
し
て
い
る
．
特
定
の
著
書
や
論
文
が
正
確
に
ど
の
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
献
委
員
会
の
作
成
し
た
基
準
に
照
し
て
み
て
も
、
作
業
に
従
事
し
た
者

　
　
　
　
　
　
従
っ
て
細
か
い
分
類
は
必
ず
し
も
正
確
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
総
数
は
こ
れ
ら
慶
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い
て
「
慶
鷹
義
塾
学
制
変
更
の
件
」
が
可
決
さ
れ
、
一
八
日
福
沢
論
吉
は
演
説
館
に
教
職
員
塾
生
を
集
め
て
「
慶
鷹
義
塾
学
制
改
良
の
要
領
」
を
発

表
し
た
。
こ
の
中
で
、
『
大
学
部
に
於
て
は
、
法
学
、
文
学
、
理
財
の
外
に
、
更
ら
に
政
治
学
科
を
置
て
有
為
の
政
治
家
を
養
成
す
る
筈
な
り
。
」
と

述
ぺ
て
い
る
．

（
3
）
　
福
沢
諭
吉
は
明
治
三
二
年
奇
蹟
的
に
脳
出
血
か
ら
回
復
す
る
と
、
門
下
の
高
弟
を
集
め
て
単
に
慶
鷹
義
塾
の
塾
生
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
社
会

　
一
般
の
新
し
い
道
徳
基
準
と
な
る
べ
き
「
修
身
要
領
」
の
編
纂
に
取
り
掛
り
、
明
治
三
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
二
月
一
一
日
に
完
成
し
た
．
日
清
戦

争
に
伴
う
国
家
主
義
の
高
揚
、
戦
後
の
経
済
発
展
の
中
で
生
じ
た
道
徳
的
混
乱
や
退
廃
の
中
で
、
個
の
確
立
と
個
人
の
尊
厳
を
説
い
た
も
の
で
、
明

治
二
三
年
（
一
八
八
二
年
）
の
「
教
育
勅
語
」
に
み
ら
れ
る
儒
教
主
義
的
忠
孝
の
道
徳
に
焦
点
づ
け
ら
れ
た
国
家
主
義
の
対
極
に
立
つ
も
の
で
あ
っ

　
た
．
こ
の
「
修
身
要
領
」
の
内
容
を
端
的
に
表
現
す
る
標
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
が
「
独
立
自
尊
」
と
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
．
な
お
、
福
沢
は

　
「
修
身
要
領
」
を
「
時
事
新
報
」
紙
上
で
発
表
す
る
と
と
も
に
、
全
国
各
地
に
遊
説
隊
を
派
遣
し
て
一
大
道
徳
運
動
を
繰
り
広
げ
た
．
一
度
、
福
沢

が
こ
の
「
修
身
要
領
」
を
発
表
す
る
と
、
こ
れ
を
支
持
す
る
も
の
と
、
忠
孝
の
道
徳
を
説
く
教
育
勅
語
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判

論
の
間
で
激
し
い
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
は
福
沢
の
ソ
フ
ト
面
で
の
最
後
の
事
業
と
な
っ
た
．
（
『
慶
鷹
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
前
）
四
四
五
ー

　
四
九
四
頁
）
。

（
4
）
　
明
治
一
九
年
、
勅
令
に
よ
り
帝
国
大
学
令
が
制
定
さ
れ
、
帝
国
大
学
が
設
立
さ
れ
た
。
初
代
総
長
に
は
慶
懸
義
塾
出
身
の
渡
辺
洪
基
が
就
任
し

　
た
。
こ
の
年
の
夏
、
福
沢
諭
吉
は
慶
鷹
義
塾
社
中
（
教
職
員
、
塾
生
、
卒
業
生
）
の
年
度
総
会
で
、
国
家
的
見
地
か
ら
み
て
文
科
系
大
学
は
私
学
の

手
に
よ
る
方
が
有
利
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
、
大
学
設
立
の
決
意
を
表
明
し
た
．

　
　
　
「
…
…
諭
吉
の
思
ふ
に
日
本
国
の
金
を
費
し
て
日
本
国
人
を
教
育
す
る
に
、
官
の
手
を
以
て
す
る
と
私
の
手
を
以
て
す
る
と
教
育
上
に
厘
毫
の

　
　
　
差
な
く
し
て
費
用
は
凡
そ
三
と
一
と
の
如
く
な
る
べ
し
。
即
ち
政
府
に
て
三
十
万
円
を
費
す
所
を
、
私
の
手
な
れ
ば
十
万
円
に
て
事
足
り
或
は

　
　
　
余
り
あ
る
可
し
と
信
ず
。
損
益
明
白
の
数
に
し
て
、
此
数
に
就
て
は
朝
野
共
に
能
く
異
議
を
入
る
N
者
な
し
．
故
に
諭
吉
は
国
の
経
済
の
点
よ

　
　
　
り
見
て
も
常
に
私
塾
の
利
を
説
く
者
な
れ
ど
も
、
説
あ
る
者
は
金
を
得
ず
、
如
何
と
も
す
可
ら
ず
。
今
諭
吉
の
説
を
以
て
此
慶
応
義
塾
の
維
持

　
　
　
法
を
申
せ
ば
、
生
徒
の
数
を
三
百
名
と
し
て
、
毎
年
一
万
五
千
円
の
補
助
あ
れ
ば
、
文
学
の
学
校
と
し
て
世
に
悦
る
な
き
の
組
織
を
成
す
べ
し
．

　
　
　
補
助
金
一
万
五
千
円
に
加
ふ
る
に
、
学
生
よ
り
授
業
料
を
収
入
す
る
こ
と
毎
一
名
毎
年
二
十
四
円
、
三
百
名
七
千
二
百
円
を
合
し
て
、
二
万
二

　
　
　
千
二
百
円
あ
り
。
此
内
一
万
七
千
円
を
以
て
内
外
人
教
師
の
給
料
拉
に
文
学
の
予
備
理
科
学
の
費
用
に
供
し
、
残
り
五
千
二
百
円
を
塾
舎
の
営

　
　
　
繕
諸
雑
費
と
為
し
た
ら
ば
、
本
塾
に
卒
業
す
る
生
徒
は
数
学
士
、
法
学
士
、
哲
学
士
、
経
済
商
売
学
士
等
に
し
て
完
全
の
者
な
る
可
し
。
但
し

　
　
　
学
校
の
程
度
は
際
限
な
き
も
の
に
し
て
、
僅
に
毎
年
二
万
余
円
を
投
じ
て
非
常
の
結
果
を
買
ふ
可
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
私
費
二
万
二
千
二
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
ひ

　
　
　
円
を
以
て
買
ふ
所
の
物
は
、
公
費
六
万
六
千
六
百
円
に
直
す
る
も
の
よ
り
も
更
に
善
美
な
る
可
き
は
敢
て
保
謹
す
る
所
な
り
．
維
持
社
中
諸
君
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資
料
1
（
『
慶
慮
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
前
）
一
九
〇
頁
）

（
A
）
　
大
学
部
．
普
通
部
在
学
生
数

年
明 明 明 明 明 度
治 治 治 治 治 （

幅

二 二 二 二 二
十
七
年

十
六
年

十
五
年

十
四
年

、十三

年

量
十
二
月
）

日法理文
本律財学
法科科科
律
科
　
　
四二
七
七 四六

…

法理文
律財学
科科科

一四三
二九三

一

法理文
律財学
科科科

一
．
五
三
三
七 四
一

法理文
律財学
科科科

一三二
一七四

一

法理文
律財学
科科科

　二、一

六〇五

一

大
学
部
年
度
末
在
学

八
四

九
四

一
〇
四

七
二

四
一

生
数

一
、

一
覧

末普
在通

六 七 九 ○ ○ 学部
三 六 一 五 九 生年
八 ○ 六 一 九 数度

年
明 明 明 度
治 治 治 （

一

三 二 二 ｝

十
年

十
九
年

十
八
年

十
二
月
）

日法理文
本律財学
法科科科
律
科
　一五
六一八九

…

律
科

日法理文
本律財学
法科科科

　一四一
七二五三

日法理文
本律財学
法科科科
律
科
　一五一
三五七九

大
学
部
年
度
末
在

…… 学

八
四

七
七

九
四

生
数

末普
在通

八 六 五 学部
三 ○ 五 生年
七 二 六 数度

（
注
）
　
数
字
は
す
べ
て
学
事
報
告
に
よ
る
。
以
下
こ
れ
に
同
じ
。

　
明
治
二
十
八
年
の
日
本
法
律
科
の
学
生
数
三
名
は
、
明
治
二
十
八
年
八
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
学
事
報
告
に
よ
っ
た
も
の
で
あ

　
る
が
．
同
年
七
月
末
の
在
学
人
員
は
八
名
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
十
二
月
末
ま
で
に
退
学
生
が
い
な
い
。
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に
し
て
日
本
国
人
の
教
育
と
日
本
国
の
経
済
と
に
御
著
眼
あ
ら
ば
、
自
己
に
も
御
勘
考
、
尚
ほ
広
く
天
下
有
志
の
人
々
へ
御
話
し
願
ひ
度
き
事

　
　
　
な
り
．
」
（
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
一
一
巻
六
二
頁
）
。

　
　
翌
二
〇
年
、
福
沢
諭
吉
は
慶
鷹
義
塾
出
身
で
横
浜
正
金
銀
行
の
創
立
に
参
加
し
、
当
時
大
蔵
省
に
あ
っ
た
小
泉
信
吉
を
呼
び
戻
し
、
総
長
に
就
任

さ
せ
、
小
泉
を
中
心
に
大
学
設
立
の
準
備
を
進
め
さ
せ
た
．
か
く
て
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
年
）
大
学
設
立
に
あ
て
る
「
慶
鷹
義
塾
資
本
金
」
の

募
金
運
動
が
始
ま
り
、
翌
明
治
二
三
年
一
月
大
学
部
の
発
足
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
『
慶
鷹
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
前
）
一
－
九
八
頁
）
。

（
5
）
　
上
述
注
（
4
）
の
福
沢
諭
吉
の
決
意
表
明
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
鷹
義
塾
は
大
学
発
足
に
あ
た
り
、
在
学
生
は
各
学
科
一
〇
〇
名
、
全
学

　
で
三
〇
〇
名
を
予
定
し
て
い
た
．
し
か
し
、
実
際
に
は
開
設
初
年
度
の
明
治
二
三
年
の
四
一
名
は
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
、
明
治
壬
二
年
か
ら
三
〇

年
ま
で
最
も
多
い
年
で
一
〇
四
名
、
大
体
八
O
名
か
ら
九
〇
名
前
後
を
上
下
し
て
い
た
．
（
『
慶
感
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
前
）
一
八
九
i
一
九
〇

頁
）
。
資
料
1
参
照
．

（
6
）
慶
鷹
義
塾
は
明
治
二
〇
年
当
時
、
外
国
人
教
師
六
、
七
名
を
雇
入
れ
て
英
語
を
教
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
教
員
の
う
ち
、
後
に
立
教
学

院
の
総
理
と
な
る
ラ
テ
y
語
、
修
辞
学
、
歴
史
学
等
の
教
授
ロ
イ
ド
（
》
冠
夢
毎
口
。
旨
）
を
除
い
て
は
専
門
を
持
っ
た
学
者
と
い
う
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
学
の
設
立
に
あ
た
り
、
各
学
科
に
一
名
ず
つ
そ
の
分
野
に
関
す
る
学
識
あ
る
学
者
を
主
任
教
授
と
し
て
招
聰
す
る
こ
と
と
な

　
っ
た
。
慶
鷹
義
塾
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
エ
リ
オ
ッ
ト
総
長
に
推
薦
を
依
頼
し
、
文
学
科
に
関
し
て
は
英
文
学
者
の
リ
ス
カ
ム
（
≦
自
宣
冒
印
＝
甲

8
目
げ
）
、
理
財
学
科
に
は
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
（
Ω
畦
お
菖
早
8
冨
邑
、
法
律
学
科
に
は
ウ
ィ
グ
モ
ア
（
き
ぎ
国
窪
昌
≦
蒔
目
。
邑
が
来
日
す
る
こ
と

　
に
な
っ
た
．
こ
の
う
ち
リ
ス
カ
ム
は
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
出
身
で
あ
っ
た
が
、
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
と
ウ
ィ
グ
モ
ア
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
出
身
で
、
い
ず
れ
も

将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
新
進
学
者
で
あ
っ
た
。
給
与
は
い
ず
れ
も
年
棒
二
、
三
〇
〇
円
で
、
三
人
で
六
、
九
〇
〇
円
に
達
し
た
。
（
『
慶
鷹
義
塾
百
年

史
』
中
巻
（
前
）
三
六
ー
四
八
頁
）
。

　
明
治
二
三
年
の
大
学
部
の
学
事
収
入
は
一
、
五
七
七
円
、
収
入
総
計
が
四
、
六
三
三
円
で
、
支
出
総
計
は
一
一
、
一
五
〇
円
、
差
引
き
六
、
五
一

七
円
の
赤
字
で
あ
っ
た
．
支
出
の
う
ち
給
与
は
、
九
、
四
四
六
円
で
こ
の
う
ち
六
、
九
〇
〇
円
が
三
人
の
主
任
教
授
の
給
与
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
時

　
の
慶
鷹
義
塾
に
と
っ
て
こ
れ
が
如
何
に
過
大
な
負
担
で
あ
っ
た
か
わ
か
る
．
（
『
慶
鷹
義
塾
百
年
史
』
（
付
録
）
一
〇
四
i
一
〇
五
頁
）
．
資
料
2
参
照
．

　
　
な
お
政
治
学
部
の
開
始
に
あ
た
っ
て
は
外
国
人
主
任
教
授
の
招
聰
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
．
財
政
の
逼
迫
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
翌
明
治
三
二
年

に
実
現
し
た
、
外
国
人
主
任
教
授
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
し
、
慶
懸
義
塾
出
身
者
の
若
手
教
員
を
海
外
留
学
に
派
遣
し
、
慶
鷹
義
塾
自
身
で
大
学
教
員

　
の
養
成
に
乗
り
出
す
と
い
う
政
策
の
根
本
的
転
換
が
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
．

　
　
も
っ
と
も
外
国
人
教
授
の
招
聰
が
全
く
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
明
治
四
一
年
、
マ
ッ
ク
ラ
レ
ン
（
≦
・
≦
。
冒
魯
貰
曾
V
が
招
か
れ

　
て
主
と
し
て
政
治
学
科
で
英
国
憲
法
史
、
市
政
論
を
論
じ
て
い
る
．
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資
料
2
（
『
慶
鷹
義
塾
百
年
史
』
付
録
一
〇
四
ー
一
〇
五
頁
）

年
度

収

入

一
　
支

出

差

引
　
　
額

学
事
収
入

そ
　
の
　
他

一
　
計

一
給
　
料

ぞ
の
他
一
　
計

（
備
考
）
　
収
入
の
部
の

　
　
　
と
し
、
　
　
　
　
　
「
学
事
収
入
』

　
　
　
支
出
の
部
の
「
給
料
」

度
ま
で
各
年
度
と
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

に
は
入
学
金
．

　
に
は
人
件
費
い
つ
さ
い
を
含
み
、

授
業
料
、
入
学
試
験
料
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慶鷹義塾大学法学部政治学科の回顧と現況
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（注）

改正前の正科は本
科予科ともに四級，

合して八級制で年
順はおよそ五力年，

別科は六扱で年隈
はおよそ四力年で
あった。（明冶十八
年九月より）。

幼稚含は明・台七年

の創設で，この学
科課程は明治二十
三年五月から実施
したものである。

幼稚舎五級以上は
中掌校程度のもの
であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　法学研究61巻5号（’88：

〔第一表〕明治二十三年九月

　　幼稚舎　　　　　　普通部　　　　　　大学部

　　　　　　　　　正科　　　　　別科

　　　　　　　　　　　　　塵］團特別二年
一
持別一年

山
ノ
、
力
年

三
年
四
カ
月

一等
『
二
等
一
　
本
三
等
雨科
齋

一級
一
二
扱
｝
三
級
一
四
級
『
五
級
一
級
外 一番

級外二番

級外三番

年
八
力

雌
二
戴
ヱ
　
子
皿
ヱ
　
糾
　
プ辱

月一マε

マ科　　外

　商業学校

（注）

1商業学校（夜問）は

一年を三学期に分け

各学期に生徒を募集

している。

〔第二表〕明治二十四年五月

幼稚舎

　　　　　　正弔
特別二年 一等
持別一年 ＝

一

一
三
筆
本

一等
年
四三等

二等

一嘘ニマ

六 カ
月
一　科四等
一四等 カ 五等

一一級

二級　　予

年 三二隼』ヱ　予
八」鰻

三扱
　　科

力浬　科
月』ニヱ

四級 滋八露
五扱 i科　外

普通部　　　　　　大学部

　　　　別科

の
　
資
料
3
（
『
慶
感
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
前
）
一
〇
六
ー
一
〇
七
頁
〉

〔第三表〕明治二十六年ごろ

　商業学校

勲、

日本法律科は明治二
十六年六月から大学
部法律科に付設。
『時峯新報』　（明治

二十六年十月十五日
付）にf慶応義塾幼
稚舎附属小学校』新
蚊とある●

本
科

壽
壽
璽
蓋
』
　
船
一
鱒

予
科

＋
学
朗
（
三
年
四
ウ
月
）

八
学
期
三
平
八
”
こ

む
よ
そ
六
ヵ
年

本
科

壽
垂
彗
墨
墨
鑑

尋
常
　
　
小
学
校

高
等

幼稚舎　　　　　　普通部　　　　　　大学部

　　　　　　　正科　　　　　別科

　　　　　　　　　　　圃國
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慶鷹義塾大学法学部政治学科の回顧と現況

　　　　　　　　〔第四表）明治二十九年九月

　　商業学校　　　幼稚舎　　　　　　普通部　　　　　　大学部

　　　　　　　　　　　　　　高等科，普通科　　　　別科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商菜学枝尋常科は明治三十年九月から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一学期を六ヵ月とし．修業年限を二年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幼稚舎本科五等の入学責格は．高等小
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校第二二年級2年業者とした。これは普
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通科五等のそれと同じである。なお幼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稚舎本科卒菜生は高等科三等に入学で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きるc
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これを図で示せば上図の通りでゐる●

等ロー

高
等
科

噂
玉
露

　
普
通
科

葺
童
壁
路

ヵ
年

　
本
科

｛壽酉藷

　
子
科

窒
藝
器

四
ヵ
年

“
小
年

犀
二
・
高
学

『
ー
3
8
8
－
D
8
●
畠
8

普
通
科

幼
稚
舎

同
等
科

一等

二等

一等 三尋

本科
一筆
一
本科
二二等

二等

一本科
三等

三等

四等
一
五
等

本科
四等
一
本
科
五
等

　　8
　　1　　響
　　8
　　9　　■
　　■
　　4　　璽

一・り・重

　　8　　■
　　0
　　6

‘予科

一級
干料
二級

1高筆小i
唇学＿年置
‘　　　　　8
8
　　　0量

　　　oI
8
陰
6

子科
三級
子科
四級
‘予科

五級

つ
ロ
ロ
ロ
　
ヨ
　
　
コ

”
中
年

”
常
五

　
尋
学
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（
7
）
　
こ
の
改
革
原
案
は
、
教
員
会
議
の
議
を
経
て
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
年
）
九
月
十
六
日
開
催
の
第
四
期
第
十
七
回
評
議
員
会
に
付
議
さ
れ
．

　
「
慶
応
義
塾
学
制
変
更
の
件
」
と
し
て
左
の
と
お
り
議
決
さ
れ
て
い
る
．

　
　
　
一
、
慶
応
義
塾
の
主
力
を
大
学
に
集
注
し
、
其
卒
業
生
の
養
成
を
以
て
目
的
と
す
る
こ
と
．

　
　
　
二
、
大
学
部
及
普
通
部
の
学
年
は
毎
年
五
月
よ
り
開
始
し
、
五
月
よ
り
翌
年
三
月
に
至
る
一
ヶ
年
を
一
学
年
と
す
。

　
　
　
三
、
前
条
を
実
施
す
る
た
め
明
年
一
月
よ
り
学
級
を
合
併
す
る
こ
と
．

　
　
　
四
、
大
学
部
、
普
通
部
を
連
結
し
て
一
体
と
為
し
、
左
の
如
く
学
科
を
分
つ
こ
と
。

　
　
　
　
大
学
（
文
学
部
、
法
学
部
、
政
治
学
部
、
理
財
学
部
ー
五
年
）

　
　
　
　
中
学
（
五
年
）
　
　
　
小
学
（
六
年
）

　
　
　
（
『
慶
鷹
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
前
）
二
〇
七
頁
）
。

（
8
）
　
明
治
二
三
年
大
学
開
設
に
あ
た
り
、
大
学
の
修
業
年
限
は
三
年
と
し
、
従
来
の
正
科
、
別
科
を
改
組
し
た
普
通
部
を
修
了
し
た
も
の
を
大
学
に

進
学
せ
し
め
た
．
従
来
、
正
科
は
本
科
、
予
科
に
分
か
れ
五
年
制
、
別
科
は
四
年
制
で
あ
っ
た
が
、
大
学
開
設
と
同
時
に
、
こ
れ
を
大
学
部
に
対
し

て
普
通
部
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
、
正
科
は
本
科
、
予
科
で
計
六
年
、
別
科
は
三
年
四
ケ
月
に
改
め
ら
れ
た
。
普
通
部
で
は
一
年
は
三
学
期
に
分
け
ら

れ
、
入
学
に
は
定
ま
っ
た
日
は
な
く
．
申
込
に
応
じ
て
入
学
試
験
が
行
な
わ
れ
、
学
力
相
当
の
ク
ラ
ス
に
編
入
さ
れ
た
。
各
学
期
ご
と
に
卒
業
生
を

出
し
て
い
た
。
正
科
の
予
科
は
英
語
の
訳
読
解
釈
の
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
本
科
は
講
義
と
自
修
に
よ
り
知
識
を
広
む
る
課
程
と
さ
れ
、
高

等
普
通
教
育
が
教
授
さ
れ
て
い
た
．
別
科
は
す
で
に
一
度
社
会
に
出
た
後
、
英
学
を
学
ぶ
志
を
た
て
た
年
長
者
（
明
治
二
六
年
の
学
則
で
は
満
一
八

歳
以
上
と
さ
れ
て
い
る
）
の
た
め
の
訳
読
専
攻
の
課
程
で
、
ス
ペ
ソ
サ
ー
の
教
育
論
や
社
会
学
、
代
議
政
体
、
マ
コ
ー
レ
ー
の
憲
法
史
、
ミ
ル
の
経

済
論
、
自
由
論
、
代
議
政
体
論
な
ど
の
講
義
輪
講
が
行
な
わ
れ
て
い
た
．
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
年
）
正
科
本
科
の
卒
業
生
が
米
国
の
コ
ー
ネ
ル

大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
無
試
験
で
編
入
さ
れ
た
記
録
（
『
時
事
新
報
』
明
治
二
〇
年
一
一
月
五
日
付
）
が
あ
る
の
で
（
『
慶
鷹
義
塾
百
年
史
』
中
巻

　
（
前
）
一
〇
四
頁
）
、
正
科
本
科
に
対
し
て
米
国
で
大
学
入
学
程
度
の
資
格
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
．

　
幼
稚
舎
は
明
治
七
年
の
創
立
に
な
る
が
、
満
六
歳
か
ら
一
五
歳
ま
で
の
児
童
を
収
容
す
る
も
の
と
さ
れ
、
明
治
二
三
年
の
改
革
で
五
年
制
の
中
等

程
度
の
課
程
と
こ
れ
を
修
了
し
た
も
の
を
収
容
す
る
二
年
制
の
特
別
課
程
と
、
中
学
の
予
科
と
も
い
う
べ
き
小
学
課
程
か
ら
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
二
〇
年
代
を
通
じ
て
慶
鷹
義
塾
の
諸
学
校
の
制
度
は
数
度
に
わ
た
り
改
正
が
加
え
ら
れ
、
明
治
二
九
年
に
は
普
通
部
は
高
等
科
が

三
年
制
、
普
通
科
は
五
年
制
で
、
普
通
科
か
ら
高
等
科
に
進
む
も
の
は
普
通
科
四
年
修
了
で
高
等
科
に
進
む
こ
と
が
で
き
て
計
七
年
、
別
科
は
二
年

制
に
改
め
ら
れ
た
．
ま
た
幼
稚
舎
は
中
等
教
育
を
施
す
本
科
が
四
年
制
、
初
等
教
育
課
程
の
教
育
を
施
す
予
科
は
五
年
と
な
り
、
幼
稚
舎
本
科
の
卒

業
生
も
高
等
科
に
入
学
で
き
た
。
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明
治
三
一
年
、
政
治
学
部
開
設
に
伴
う
慶
懸
義
塾
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
不
揃
い
な
諸
学
校
の
制
度
が
整
備
さ
れ
、
大
学
科
五
ケ

年
、
普
通
科
（
中
等
教
育
）
五
ケ
年
、
幼
稚
舎
（
初
等
教
育
）
六
ケ
年
と
な
り
、
全
学
一
年
一
回
五
月
入
学
に
改
め
ら
れ
た
。
慶
感
義
塾
で
は
こ
れ

を
も
っ
て
一
貫
教
育
体
制
の
確
立
と
呼
ん
で
い
る
。
（
『
慶
鷹
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
前
）
九
九
－
一
五
二
頁
）
。
資
料
3
参
照

（
9
）
　
こ
の
頃
ま
で
、
各
学
科
の
呼
称
は
文
学
科
を
除
い
て
は
理
財
学
科
、
法
律
学
科
と
「
学
」
を
つ
け
て
呼
ん
だ
り
、
理
財
科
、
法
律
科
と
「
学
」

を
除
い
て
呼
ん
だ
り
、
同
一
学
則
の
中
で
も
無
頓
着
、
不
統
一
に
使
わ
れ
て
い
た
．
こ
の
呼
称
は
慶
懸
義
塾
大
学
に
大
学
院
の
設
置
さ
れ
た
明
治
三

九
年
度
か
ら
厳
密
に
統
一
さ
れ
、
大
正
九
年
大
学
令
に
よ
る
改
組
が
行
な
わ
れ
る
ま
で
は
政
治
科
、
理
財
科
、
法
律
科
、
文
学
科
と
呼
ば
れ
た
．
ま

た
大
正
九
年
以
降
法
学
部
を
構
成
す
る
二
学
科
は
法
律
学
科
、
政
治
学
科
と
呼
ぽ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
1
0
）
　
明
治
三
三
年
度
の
学
事
報
告
（
『
慶
鷹
義
塾
学
報
』
明
治
三
四
年
一
〇
月
号
）
に
よ
る
と
「
本
年
度
の
始
め
よ
り
新
学
制
を
実
施
せ
し
を
以
て

旧
学
制
に
作
り
て
編
成
せ
ら
れ
た
る
学
科
中
に
は
今
後
自
然
廃
絶
に
属
す
る
も
の
あ
る
を
免
れ
ず
と
錐
ど
も
理
財
学
科
及
法
律
学
科
は
依
然
専
攻
す

る
こ
と
を
得
る
こ
と
と
な
せ
り
」
と
あ
り
、
学
生
の
反
対
で
年
度
中
に
事
実
上
分
科
制
の
復
活
を
予
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
．
但
し
入
学
進

学
及
学
生
の
現
在
人
員
数
表
を
み
る
と
、
各
学
科
と
も
第
四
、
五
学
年
の
欄
に
は
数
字
が
入
っ
て
い
る
が
、
第
三
学
年
の
欄
は
い
ず
れ
も
O
で
あ
り
、

各
科
学
共
通
の
大
学
部
の
項
に
第
一
学
年
、
第
二
学
年
の
欄
に
続
い
て
、
第
三
学
年
の
欄
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
数
字
が
入
っ
て
い
る
．
従
っ
て
こ

　
の
年
度
は
専
門
に
分
か
れ
る
第
三
学
年
に
つ
い
て
は
分
科
制
を
廃
し
た
こ
と
が
わ
か
る
．
し
か
し
、
明
治
三
四
年
度
の
学
事
報
告
（
『
慶
鷹
義
塾
学

報
』
明
治
三
六
年
一
月
号
）
で
は
各
学
科
と
も
第
四
、
五
学
年
だ
け
で
な
く
、
第
三
学
年
か
ら
各
欄
学
生
数
が
記
入
さ
れ
、
大
学
部
の
項
は
第
一
学

年
．
第
二
学
年
の
欄
の
み
に
な
っ
て
い
る
．
旧
に
復
し
た
こ
と
が
わ
か
る
．
し
か
し
、
明
治
三
七
年
二
月
の
『
慶
鷹
義
塾
学
報
』
（
七
四
号
）
八
二
頁

に
「
義
塾
に
て
は
昨
年
五
月
学
年
開
始
と
共
に
大
学
部
を
分
科
制
に
改
め
、
法
律
、
理
財
、
政
治
の
各
学
科
に
改
正
を
加
え
て
夫
々
に
特
色
を
明
に

し
、
海
外
留
学
よ
り
帰
朝
せ
る
講
師
等
主
と
し
て
教
授
に
尽
痒
し
つ
つ
あ
り
」
と
あ
る
の
で
、
制
度
上
正
式
に
分
科
制
が
復
活
し
た
の
は
明
治
三
三

年
度
に
専
門
課
程
に
進
ん
だ
三
年
生
の
卒
業
し
た
明
治
三
六
年
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

明
治
三
十
三
年
度
・
大
学
部
入
学
退
学
及
現
在
人
員
表
（
『
慶
懸
義
塾
学
報
』
明
治
三
四
年
一
〇
月
号
）

学
科

文
学
科

学
　
級｛三学年四学年五学年
慶
慮
義
塾
卒
業
生

ヨ
リ
編
入
人
員

　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
一
人

　　　　　人受
　　　　　験
　　　　　入
O　O　O員学

退
学
人
員人○○

学
年
末

現
在
人
員

　
　
　
○

　
　
　
〇

　
　
三
人
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〉
5

ゆ
　
の

88
ぐ号　巻6

1
究研学法

理
財
学
科

法
律
学
科

政
治
学
科

大
学
部

三
学
年

四
学
年

『
五
学
年

．
三
学
年

四
学
年

査
学
年

．
三
学
年

四
学
年

五
学
年

．
一
学
年

二
学
年

r
三
学
年

　
　
　
　
〇

　
　
　
一
人

　
　
　
　
○

　
　
　
　
〇

　
　
　
五
人

　
　
　
一
人

　
　
　
　
○

　
　
　
　
○

　
　
　
　
○

百
三
十
二
人

　
六
十
七
人

　
六
十
一
人

　
　
○

　
　
○

　
　
○

　
　
○

　
　
○

　
　
○

　
　
○

　
　
○

　
　
〇

三
十
四
人

　
　
三
人

　
　
三
人

　
　
〇

　
　
一
人

　
　
○

　
　
○

　
　
〇

　
　
二
人

　
　
○

　
　
○

　
　
〇

二
十
三
人

　
　
八
人

　
　
九
人

　
　
　
　
〇

　
二
十
四
人

　
二
十
四
人

　
　
　
〇

　
　
　
五
人

　
　
　
八
人

　
　
　
〇

　
　
　
五
人

　
　
　
四
人

百
四
十
三
人

　
六
十
二
人

　
五
十
五
人

244

明
治
三
十
四
年
度
・
大
学
部
入
学
退
学
及
現
在
人
員
表
（
『
慶
鷹
義
塾
学
報
』
明
治
三
六
年
一
月
号
）

　
学
科
　
　
学
年

　
　
　
　
　
三
学
年

理
財
学
科
　
　
四
学
年

　
　
　
　
　
五
学
年

　
　
　
　
　
三
学
年

法
律
学
科
　
　
四
学
年

　
　
　
　
　
五
学
年

　
　
　
　
　
三
学
年

政
治
学
科
　
　
四
学
年

　
　
　
　
　
五
学
年

前
学
年
在
籍
者

よ
り
編
入
人
員

　
　
五
十
一
人

　
　
　
四
十
人

　
　
二
十
三
人

　
　
　
　
一
一
人

　
　
　
　
六
人

　
　
　
　
三
人

　
　
　
　
〇

　
　
　
　
一
人

　
　
　
　
二
人

受
験
入
学
　
　
半
途
退
学

人

員

一
人

○〇

一
人

○○○○○

人

　
員
四
人

OOOOOOOO
学
年
末
現

在
人
員

四
十
八
人

　
四
十
人

二
十
三
人

　
　
三
人

　
　
六
人

　
　
三
人

　
　
　
〇

　
　
一
人

　
　
二
人
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大
学
部
｛
一
、
舞
百
襲
献
九
＋
竪
五
＋
歎
百
砒
鉄

　
　
　
　
　
　
合
計
三
百
六
十
六
人
　
百
人
六
十
八
人
三
百
九
十
八
人

（
1
1
）
　
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
年
）
、
文
官
任
用
令
の
制
定
に
よ
り
、
政
府
は
そ
れ
ま
で
認
め
て
い
た
時
定
の
私
学
卒
業
者
の
高
等
試
験
の
受
験
資

格
を
認
め
な
く
な
っ
た
．
し
か
し
、
判
事
検
事
に
対
し
て
は
、
従
来
の
判
事
検
事
登
用
試
験
規
則
を
改
正
し
、
司
法
大
臣
の
指
定
し
た
私
学
で
三
年

以
上
法
律
学
を
学
ん
だ
卒
業
生
に
対
し
て
引
続
き
受
験
資
格
を
認
め
る
こ
と
に
し
た
。
慶
鷹
義
塾
の
法
律
学
科
は
従
来
主
任
教
授
ウ
ィ
グ
モ
ア
の
も

と
、
英
法
中
心
の
独
自
の
課
程
を
採
用
し
て
い
た
た
め
、
司
法
省
の
指
定
校
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
改
正
を
機
会
に
指
定
校
に
加
え
ら
れ

た
。
し
か
し
、
分
科
制
を
廃
止
す
る
と
こ
の
資
格
を
失
う
と
い
う
こ
と
で
法
律
学
科
の
学
生
が
反
対
し
た
わ
け
で
あ
る
。
（
『
慶
鷹
義
塾
百
年
史
』
中

巻
（
後
）
八
七
ー
八
八
頁
）
．

（
1
2
）
　
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六
年
三
月
二
十
七
目
　
勅
令
第
六
十
一
号
）

　
　
第
一
条
高
等
ノ
学
術
技
芸
ヲ
教
授
ス
ル
学
校
ハ
専
門
学
校
ト
ス

　
　
　
　
専
門
学
校
ハ
特
別
ノ
規
定
ア
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
本
令
ノ
規
定
二
依
ル
ヘ
シ

第第第第第第
七六五四三二
条条条条条条

（
省
略
）

私
人
ハ
専
門
学
校
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

（
省
略
）

（
省
略
）

専
門
学
校
ノ
修
業
年
限
ハ
三
箇
年
以
上
ト
ス

専
門
学
科
二
於
テ
ハ
予
科
、
研
究
科
及
別
科
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　
（
以
下
省
略
）

（
1
3
）
　
明
治
三
八
年
一
二
月
一
三
日
『
時
事
新
報
』
。

（
1
4
）
　
『
慶
鷹
義
塾
百
年
史
』
（
付
録
）
一
〇
八
頁
．

（
1
5
）
　
「
目
下
京
都
大
学
す
ら
な
お
海
外
留
学
生
の
帰
朝
を
待
っ
て
講
堂
を
充
す
位
に
し
て
、
教
師
の
欠
乏
は
な
は
だ
し
き
折
柄
な
る
に
、
今
ま
た
明

年
度
に
於
い
て
東
北
大
学
の
設
立
せ
ら
る
る
あ
り
、
九
州
大
学
も
ぜ
ひ
そ
の
内
設
立
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
必
要
を
見
る
、
こ
こ
に
於
い
て
も
っ
と
も

研
究
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
、
校
舎
の
建
築
に
あ
ら
ず
器
械
類
の
購
入
に
あ
ら
ず
し
て
、
実
に
教
師
の
欠
乏
に
在
り
、
い
か
に
し
て
適
当
な
る
教
師

を
得
べ
き
か
、
こ
れ
当
局
者
の
常
に
苦
心
す
る
処
な
り
と
聞
く
．
」
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明
治
三
二
年
六
月
二
七
日
「
東
京
日
日
」
（
『
明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
典
』
U
　
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
よ
り
引
用
）
。

（
16
）
　
明
治
二
〇
年
制
定
の
学
位
令
は
博
士
と
大
博
士
に
分
け
、
前
者
は
帝
国
大
学
に
設
置
さ
れ
た
大
学
院
に
入
学
し
、
一
定
の
試
験
に
合
格
し
た
も

　
の
、
お
よ
び
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
も
の
に
授
け
ら
れ
、
大
博
士
は
博
士
会
で
学
問
上
特
に
功
績
あ
り
と
認
め
ら
れ
た
も
の
に
授
け
ら
れ

　
る
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
大
学
院
も
有
名
無
実
で
あ
り
、
大
博
士
も
授
与
さ
れ
た
例
は
な
か
っ
た
．

　
　
明
治
三
一
年
の
改
正
学
位
令
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
学
位
令
で
も
大
学
院
は
有
名
無
実
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
学
位
令
（
明
治
三
十
一
年
十
二
月
九
日
　
勅
令
第
三
百
四
十
四
号
）

　
　
　
第
一
条
学
位
ハ
法
学
博
士
、
医
学
博
士
、
薬
学
博
士
、
工
学
博
士
、
文
学
博
士
、
理
学
博
士
、
農
学
博
士
、
林
学
博
士
及
獣
医
学
博
士
ノ
九

　
　
　
種
ト
ス

　
　
　
第
二
条
学
位
ハ
文
部
大
臣
二
於
テ
左
二
掲
ク
ル
者
二
之
ヲ
授
ク

　
　
　
　
一
　
帝
国
大
学
大
学
院
二
入
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
者
又
ハ
論
文
ヲ
提
出
シ
テ
学
位
ヲ
請
求
シ
帝
国
大
学
分
科
大
学
教
授
会
二
於
テ
之
ト

　
　
　
　
　
同
等
以
上
ノ
学
力
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
者

　
　
　
　
二
　
博
士
会
二
於
テ
学
位
ヲ
授
ク
ヘ
キ
学
力
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
者

　
　
　
　
帝
国
大
学
分
科
大
学
教
授
ニ
ハ
当
該
帝
国
大
学
総
長
ノ
推
薦
二
依
リ
文
部
大
臣
二
於
テ
学
位
ヲ
授
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
第
三
条
　
学
位
ヲ
有
ス
ル
老
其
ノ
栄
誉
ヲ
汚
辱
ス
ル
ノ
行
為
ア
ル
ト
キ
ハ
博
士
会
ノ
議
ヲ
経
テ
文
部
大
臣
其
ノ
学
位
ヲ
概
奪
ス

　
　
第
四
条
　
明
治
二
十
年
勅
令
第
十
三
号
学
位
令
二
依
リ
授
与
シ
タ
ル
学
位
ハ
本
令
ノ
学
位
ト
同
一
ノ
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
第
五
条
　
本
令
二
関
ス
ル
細
則
ハ
文
部
大
臣
之
ヲ
定
ム

（
1
7
）
　
大
学
令
（
大
正
七
年
十
二
月
六
日
　
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）

　
　
第
一
条
大
学
ハ
国
家
二
須
要
ナ
ル
学
術
ノ
理
論
及
応
用
ヲ
教
授
シ
並
其
ノ
纏
奥
ヲ
攻
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
兼
テ
人
格
ノ
陶
冶
及
国
家
思

　
　
　
　
想
ノ
滴
養
二
留
音
心
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

　
　
第
二
条
大
学
ニ
ハ
数
個
ノ
学
部
ヲ
置
ク
ヲ
常
例
ト
ス
但
シ
特
別
ノ
必
要
ア
ル
場
合
二
於
テ
ハ
単
二
一
個
ノ
学
部
ヲ
置
ク
モ
ノ
ヲ
以
テ
一
大
学

　
　
　
　
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　
学
部
ハ
法
学
、
医
学
、
工
学
、
文
学
、
理
学
、
農
学
、
経
済
学
及
商
学
ノ
各
部
ト
ス

　
　
　
特
別
ノ
必
要
ア
ル
場
合
二
於
テ
実
質
及
規
模
一
学
部
ヲ
構
成
ス
ル
ニ
適
ス
ル
ト
キ
ハ
前
項
ノ
学
部
ヲ
分
合
シ
テ
学
部
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
第
三
条
学
部
ニ
ハ
研
究
科
ヲ
置
ク
ヘ
シ

　
　
　
数
個
ノ
学
部
ヲ
置
キ
タ
ル
大
学
二
於
テ
ハ
研
究
科
間
ノ
連
絡
協
調
ヲ
期
ス
ル
為
之
ヲ
総
合
シ
テ
大
学
院
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
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第
四
条
　
大
学
ハ
帝
国
大
学
其
ノ
他
官
立
ノ
モ
ノ
ノ
外
本
令
ノ
規
定
二
依
リ
公
立
又
ハ
私
立
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　
（
以
下
略
）

（
1
8
）
塾
長
小
泉
信
三
の
抗
議
の
論
説
は
昭
和
一
八
年
二
月
二
、
三
両
日
と
五
日
、
「
毎
目
新
聞
」
紙
上
に
掲
載
さ
れ
、
『
三
田
評
論
』
二
月
号
に
再
録

さ
れ
た
。
（
『
慶
鷹
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
後
）
八
四
一
－
八
五
〇
頁
）
。

（
1
9
）
　
一
部
の
大
学
は
昭
和
二
三
年
度
か
ら
新
制
大
学
に
移
行
し
た
が
、
慶
懸
義
塾
大
学
は
昭
和
二
四
年
度
か
ら
新
制
大
学
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
り
、

同
年
度
第
一
学
年
か
ら
第
三
学
年
ま
で
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
旧
制
予
科
三
年
を
卒
業
し
こ
の
年
度
、
旧
制
で
い
え
ば
大
学
一
年
に
進
学
す
る

　
は
ず
の
も
の
が
、
新
制
大
学
の
専
門
課
程
三
年
に
編
入
さ
れ
、
旧
制
予
科
の
三
年
生
に
な
る
は
ず
の
も
の
が
新
制
大
学
の
二
年
生
、
旧
制
予
科
の
二

年
生
に
な
る
は
ず
の
も
の
が
新
制
大
学
の
一
年
生
に
編
入
さ
れ
た
．
な
お
こ
の
年
旧
制
大
学
の
二
年
に
進
学
し
た
も
の
は
、
翌
二
五
年
度
旧
制
大
学

　
の
三
年
生
に
な
る
．
従
っ
て
放
置
す
る
と
昭
和
二
六
年
三
月
に
は
旧
制
大
学
の
三
年
生
と
新
制
大
学
の
四
年
生
が
同
時
に
卒
業
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
旧
制
大
学
の
三
年
生
は
二
五
年
度
九
月
に
卒
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
（
『
慶
感
義
塾
百
年
史
』
下
巻
九
九
－
一
〇
四
頁
）
．

（
20
）
　
『
慶
鷹
義
塾
学
報
』
（
第
三
号
）
（
明
治
三
一
年
五
月
、
七
二
－
七
四
頁
）
に
よ
る
と
大
学
科
第
三
学
年
で
つ
ぎ
の
四
名
が
転
部
し
、

　
　
　
　
今
城
定
政
　
　
堀
内
輝
美
　
　
久
田
宗
作
　
　
山
室
政
夫

　
　
大
学
科
第
一
学
年
に
は
次
の
七
名
が
入
学
し

　
　
　
　
小
原
石
応
　
　
菅
正
意
　
　
北
原
淑
夫
　
　
金
澤
冬
三
郎
　
　
荒
井
昌
一
　
楯
田
五
六
　
　
渡
久
地
政
筋

　
　
大
学
科
第
三
学
年
で
次
の
一
名
が
編
入
学
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
里
見
純
吾

　
　
新
入
学
者
の
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
．

　
　
　
大
学
科

　
　
　
文
学
科
…
…
…
…
：
…
9
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
－
…
…
…
9
：
…
…
…
…
：
…
・
…
：
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
：
・
…
一
〇
℃

　
　
　
　
理
財
科
…
…
－
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
9
二
一
三
、

　
　
　
法
律
科
…
…
－
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
9
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
⊥
三
、

　
　
　
政
治
科
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
：
…
…
…
：
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
一
二
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
…
…
－
…
一
四
八
、

（
2
1
）
　
『
自
明
治
廿
八
年
八
月
至
明
治
三
十
三
年
四
月
慶
感
義
塾
学
事
及
会
計
報
告
』
に
ょ
る
と
政
治
学
科
の
ヵ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
次
の
表
が
掲
げ

ち
れ
て
い
る
．
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政
治
科
課
程

　
　
　
　
　
　
第
三
学
年

　
　
　
帝
国
憲
法
O
経
済
学
○
近
世
政
治
史
O
民
法
（
総
論
、
物
権
）
○
刑
法
○
仏
語
或
ハ
独
語
（
其
一
ヲ
撰
．
ハ
シ
ム
）

　
　
　
　
　
　
第
四
学
年

　
　
　
憲
法
学
O
財
政
学
○
近
世
政
治
史
O
国
際
公
法
O
民
法
（
債
権
）
○
商
法

　
　
　
　
　
　
　
第
五
学
年

　
　
行
政
法
○
国
際
私
法
付
法
例
○
民
法
（
物
権
）
○
統
計
学
○
商
法
O
財
政
学
O
社
会
学

（
2
2
）
　
明
治
三
一
年
四
月
の
慶
鷹
義
塾
学
報
に
載
っ
た
同
年
の
学
制
改
革
に
伴
う
各
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
う
ち
、
新
設
政
治
学
部
の
部
分
を
抜
ぎ

出
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
．
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
方
が
明
治
二
八
年
～
三
二
年
の
学
事
報
告
に
載
っ
た
実
際
に
行
な
わ
れ
た
変
更
後
の
カ
リ
キ
ュ

　
ラ
ム
よ
り
も
体
系
的
に
整
っ
て
い
る
．
恐
ら
く
講
師
を
選
任
す
る
段
階
で
、
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
学
事
報
告
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

　
ム
で
実
施
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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政
治
学
部
課
程
左
の
如
し

第
一
学
年

　
英
語
（
訳
解
、
修
辞
、
会
話
、

仏
語
（
基
姦
竪
む
）

　
独
逸
語

　
漢
文
学

　
経
済
学

　
論
理
学

　
歴
　
史

　
日
本
作
文

　
　
　
時
問
合
計

第
二
学
年

　
英
　
語
（
訳
解
．
修
辞
．
会
話
、

作
文
、
二
冒
キ
ユ
ー
シ
ヨ
ソ
）

作
文
．
エ
ロ
キ
ユ
ー
シ
ヨ
ソ
）

毎
週
時
間

　
　
　
七

　
　
　
二

　
　
　
二

　
　
　
二

　
　
　
六

　
　
　
二

　
　
　
三

　
　
　
一

　
　
二
三

毎
週
時
間

　
　
　
七
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仏
語
（
其
一
を
覆
し
む
）

　
独
逸
語

　
漢
文
学

法
律
学

　
心
理
学

　
歴
　
史

　
日
本
作
文

　
　
　
時
間
合
計

斑
三
学
年

　
国
家
学

　
憲
法
学
（
帝
国
憲
法
）

　
経
済
学

　
近
世
政
治
史

　
民
法
要
論

　
刑
　
法

仏
語
（
基
を
擢
占
）

　
独
逸
語

　
　
　
時
間
合
計

第
四
学
年

　
憲
法
学
（
国
法
原
理
、
比
較
憲
法
）

　
財
政
学

　
近
世
政
治
史

　
社
会
学

　
民
法
要
論

　
商
法

二

　
　
　
二

　
　
　
六

　
　
　
二

　
　
　
三

　
　
　
一

　
　
二
三

毎
週
時
間

　
　
　
三

　
　
　
二

　
　
　
五

　
　
　
二

　
　
　
四

　
　
　
二二

　
　
二
〇

毎
週
時
間

　
　
　
三

　
　
　
三

　
　
　
二

　
　
　
二

　
　
　
四

　
　
　
三
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刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
時
間
合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九

　
　
第
五
学
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
週
時
間

　
　
　
行
政
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
財
政
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
社
会
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
国
際
公
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
国
際
私
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
法
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
統
計
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
商
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
時
問
合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七

（
『
慶
鷹
義
塾
学
報
』
（
第
二
号
）
明
治
三
一
年
四
月
、
七
二
－
七
四
頁
）

（
2
3
）
　
『
自
明
治
廿
八
年
八
月
至
明
治
三
十
三
年
四
月
慶
慮
義
塾
学
事
及
会
計
報
告
』
に
よ
る
政
治
科
の
受
持
講
師
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
政
治
科
（
O
印
ハ
辞
任
セ
シ
モ
ノ
）

　
　
　
（
マ
マ
）

刑
法
各
論
、
全
各
論
、
刑
事
訴
訟
法

刑
法
原
論
、
全
各
論

行
政
、
憲
法

物
権
国
際
公
法
、
政
治
史

債
権
債
権
社
会
学

財
政
国
際
法

　　ド
　　ク
　　ト
　　ノレ
リマ　’

サスオ
ンタフ
シi　’
エ　　 フ

’オイ

ヅ1ロ”ソ　　　　　法
ドアフ全全全法法律法
ロ1イ　　　学学学学
アツ1上上上士士士士
○

桜工高嘉平有横副古石
田妹山沼賀田島賀渡
　ク　　駅
助’正幹＿長秀義廉敏
　ホ
作バ義一郎雄雄一造一
　1
　ド

ヴ
ヰ
ツ
カ
ー
ス
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憲
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
学
士
○
織
田
　
一

　
　
商
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
士
　
○
　
毛
　
戸
　
勝
　
元

　
　
国
際
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
神
藤
才
一

　
〇
印
の
つ
い
て
い
る
教
員
は
明
治
三
一
年
の
学
期
途
中
ま
た
は
学
期
末
、
あ
る
い
は
三
二
年
の
学
期
途
中
で
辞
任
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ

と
も
．
こ
の
表
の
中
に
は
第
三
学
年
配
当
の
「
経
済
学
」
の
担
当
者
名
が
見
え
な
い
か
わ
り
に
、
開
設
二
年
目
で
ま
だ
学
生
の
い
な
い
は
ず
の
第
五

学
年
に
配
当
さ
れ
た
「
行
政
」
や
「
社
会
学
」
の
担
当
者
の
名
前
が
載
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
正
確
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の

受
持
表
に
載
っ
て
い
る
担
当
者
は
全
員
兼
任
講
師
で
専
任
教
員
の
名
前
は
み
え
な
い
。

　
副
島
義
一
の
担
当
科
目
は
「
行
政
・
憲
法
」
と
な
っ
て
い
る
。
理
財
学
科
も
同
様
で
あ
る
が
法
律
学
科
で
は
「
行
政
」
の
み
と
な
っ
て
い
る
．
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

律
学
科
に
は
別
に
O
印
に
つ
い
た
「
行
政
法
及
憲
法
」
の
担
当
者
の
名
が
み
え
る
．
理
財
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
あ
る
の
は
「
行
政
学
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

政
治
学
科
の
当
初
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
行
政
学
で
あ
る
の
で
、
行
政
学
の
講
義
を
受
け
持
つ
目
的
で
招
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
明
治
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
の
理
財
学
科
受
持
表
で
は
副
島
義
一
の
担
当
は
行
政
法
、
帝
国
憲
法
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
少
く
と
も
明
治
三
三
年
以
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

副
島
は
行
政
学
で
は
な
く
行
政
法
を
講
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
政
治
学
部
の
開
設
時
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
行
政
学
で
あ
っ
た
の
が
、
学
事
報
告

　
　
　
　
　
ヤ

　
で
は
行
政
法
に
代
っ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
政
治
学
部
の
主
要
科
目
で
あ
る
政
治
史
と
国
際
公
法
を
担
当
し
た
兼
任
講
師
有
賀
長
雄
は
元
来
東
京
大
学
文
科
の
出
身
で
歴
史
学
の
準
助
教
授
で

あ
っ
た
が
、
の
ち
、
留
学
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
シ
ュ
タ
イ
ン
の
国
法
学
の
講
義
を
聴
き
、
ま
た
グ
ン
プ
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
ラ
ッ
ツ
ニ
ソ
ホ
ー
フ
ァ
ー

な
ど
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
社
会
学
的
国
家
論
の
強
い
影
響
を
受
け
た
。
蝋
山
政
道
は
わ
が
国
に
お
け
る
近
代
政
治
学
の
発
達
を
振
り
返
り
、
国
家
学
派

と
実
証
学
派
の
二
系
譜
に
分
か
ち
、
有
賀
長
雄
を
福
沢
諭
吉
、
小
野
梓
に
は
じ
ま
る
実
証
主
義
の
系
譜
に
属
す
る
山
田
一
郎
、
高
田
早
苗
、
長
谷
川

万
次
郎
、
大
山
郁
夫
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
（
蝋
山
政
道
「
日
本
に
お
け
る
近
代
政
治
学
の
発
達
」
一
〇
七
頁
－
一
〇
九

頁
）
。
し
か
し
、
有
賀
は
一
般
に
は
む
し
ろ
国
際
法
学
者
と
し
て
著
名
で
枢
密
院
書
記
官
と
総
理
大
臣
秘
書
官
を
兼
ね
、
目
清
、
目
露
の
両
戦
役
に

は
国
際
法
顧
問
と
し
て
従
軍
し
、
後
早
稲
田
大
学
教
授
に
な
っ
た
。
有
賀
に
は
『
国
家
学
』
（
明
治
二
二
年
）
．
『
行
政
学
』
（
明
治
二
三
年
）
、
『
国
法

学
』
（
明
治
三
四
年
）
等
の
著
書
が
あ
る
。

　
　
副
島
義
一
も
早
稲
田
系
の
学
者
で
東
京
帝
大
法
科
大
学
卒
業
後
、
ベ
ル
リ
ソ
大
学
に
留
学
し
、
早
稲
田
大
学
教
授
と
な
り
、
の
ち
中
華
民
国
第
一

次
革
命
に
あ
た
っ
て
は
中
国
に
渡
り
、
孫
文
の
顧
問
と
な
っ
た
り
，
日
中
関
係
で
活
躍
し
た
。

（
24
）
　
木
場
貞
長
は
東
京
大
学
文
学
部
を
卒
業
す
る
と
文
部
省
に
入
り
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
年
）
憲
法
起
草
調
査
の
た
め
ド
イ
ッ
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
に
赴
い
た
伊
藤
博
文
に
従
っ
て
ド
イ
ッ
に
留
学
し
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
で
博
士
の
学
位
を
得
た
．
以
後
文
部
省
に
あ
っ
て
教
育
行
政
に
携
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わ
り
、
の
ち
法
学
博
士
の
学
位
も
授
け
ら
れ
た
。

　
　
す
で
に
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
年
）
度
か
ら
、
近
世
政
治
史
の
外
に
外
交
史
が
開
設
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
年
）
度
の
学

則
改
正
に
よ
っ
て
、
政
治
外
交
史
に
統
合
さ
れ
、
政
治
学
科
固
有
の
設
置
科
目
憲
法
学
も
比
較
憲
法
と
科
目
名
が
改
め
ら
れ
た
。
木
場
貞
長
は
新
設

　
の
政
治
学
と
比
較
憲
法
を
担
当
し
た
．
な
お
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
年
）
度
中
か
ら
、
憲
法
、
行
政
は
副
島
に
か
わ
り
清
水
澄
が
担
当
し
、
比

較
憲
法
は
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
年
）
度
は
古
谷
久
綱
が
担
当
し
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）
度
半
ば
に
新
帰
朝
の
専
任
教
授
林
毅
陸
と
交
替

　
し
て
い
る
。

　
　
清
水
澄
は
東
京
帝
大
法
科
大
学
を
卒
業
後
、
内
務
省
に
入
り
．
ド
イ
ッ
に
留
学
し
て
憲
法
．
行
政
法
を
学
び
、
帰
国
後
学
習
院
教
授
、
の
ち
に
枢

密
院
議
長
と
な
っ
た
．
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、
明
治
天
皇
を
い
た
く
尊
崇
し
た
。
第
二
次
大
戦
敗
戦
後
自
殺
し
た
が
明
治
憲
法
に
殉
じ
た

も
の
だ
と
い
わ
れ
る
。

　
　
古
谷
久
綱
は
同
志
社
出
身
で
ベ
ル
ギ
ー
に
留
学
し
法
律
を
学
び
、
帰
国
後
東
京
高
商
の
教
授
と
な
っ
た
。
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
伊
藤
内

閣
の
秘
書
官
と
な
り
、
後
政
友
会
の
代
議
士
と
な
っ
た
。

（
2
5
）
　
以
下
、
慶
鷹
義
塾
出
身
の
歴
代
政
治
学
科
教
授
の
経
歴
、
業
績
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
二
著
に
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
の
論
文
で
は
省

略
す
る
．

　
　
中
村
菊
男
「
政
治
学
科
」
『
慶
懸
義
塾
百
年
史
』
別
巻
（
大
学
編
）

　
手
塚
豊
「
政
治
学
科
九
十
年
ー
そ
の
育
成
に
携
わ
っ
た
先
輩
教
授
群
像
1
」
『
塾
』
一
九
八
七
年
第
六
号

　
　
な
お
、
林
の
担
当
し
た
比
較
憲
法
の
科
目
名
は
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
年
）
度
か
ら
比
較
憲
法
史
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

（
2
6
）
　
列
国
政
治
史
は
学
則
で
は
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
度
か
ら
新
設
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
田
中
の
帰
朝
を
ま
っ
て
、
は
じ
め
て
開
講

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
政
治
学
は
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
年
）
度
に
は
一
年
間
兼
任
の
上
野
貞
政
が
担
当
し
て
い
る
が
、
明
治
四
一
年
（
一

九
〇
八
年
）
度
か
ら
二
年
間
田
中
が
担
当
し
た
。
政
治
科
に
お
い
て
最
初
に
政
治
学
を
講
義
し
た
専
任
教
員
は
田
中
葦
一
郎
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

（
2
7
）
　
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
に
制
定
さ
れ
た
法
学
部
学
則
に
み
ら
れ
る
政
治
学
科
の
開
設
科
目
は
資
料
4
の
通
り
で
あ
っ
た
．
な
お
法
学
部
は

大
正
二
年
（
一
九
二
二
年
）
度
最
初
の
卒
業
生
を
だ
す
。
こ
の
年
度
の
政
治
学
科
の
専
任
教
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
政
治
科

　
　
政
治
学
、
国
際
公
法
、
研
究
会
、
第
二
研
究
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
慮
義
塾
政
治
学
士
板
倉
卓
造

　
　
欧
洲
外
交
史
、
東
洋
外
交
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
博
士
、
慶
鷹
義
塾
文
学
士
　
林
　
　
　
毅
　
陸

　
　
支
那
法
制
論
、
第
二
研
究
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
政
治
学
士
　
及
　
川
　
恒
　
忠
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政
治
史
、
第
二
研
究
会

財
政
学
、
経
済
原
論

英
国
憲
法
史
、
比
較
憲
法
、

第
二
研
究
会

第
一
研
究
会

第
二
研
究
会

　
　
　
　
　
　
法
学
博
士
、
慶
鷹
義
塾
文
学
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
懸
義
塾
政
治
学
士

　
　
　
　
　
　
法
学
博
士
、
慶
鷹
義
塾
文
学
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
懸
義
塾
政
治
学
士

バ
チ
エ
ラ
ー
、
オ
ブ
、
ア
ー
ツ
（
コ
ロ
ラ
ド
）

マ
ス
タ
ー
、
オ
ブ
、
ア
ー
ツ
（
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ト
）

　
　
な
お
成
瀬
義
春
の
担
当
科
目
は
財
政
学
と
経
済
原
論
で
し
か
も
研
究
会
を
担
当
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

ら
、
法
学
部
の
専
任
教
員
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
．

（
2
8
）
　
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
年
）
度
の
法
学
部
専
任
教
員
中
政
治
学
科
所
属
の
も
の
と
そ
の
担
当
科
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
．

西
洋
外
交
史
、
政
治
学
特
殊
研
究
、
名
著
研
究
（
仏
）

政
治
学
、
政
治
学
特
殊
研
究
、
国
際
法

支
那
政
治
史
、
支
那
法
制
論
、
名
著
研
究
（
仏
）

憲
法
、
比
較
憲
法
、
政
治
学
特
殊
研
究
、
名
著
研
究
（
独
）

政
治
哲
学
、
政
治
学
特
殊
研
究
、
名
著
研
究
（
英
、
独
）

政
治
学
史
、
地
方
政
治
論
、
政
治
学
特
殊
研
究
、
名
著
研
究

東
洋
外
交
史
、
政
治
学
特
殊
研
究
、
名
著
研
究
（
英
）

政
治
制
度
史
、
名
著
研
究
（
英
）

政
治
学
特
殊
研
究
．
社
会
学

（
仏
）

米伊英島潮山及板林
山藤　田田崎川倉
　　　　　又
桂政修久江次恒卓毅

三寛道吉次郎忠造陸

田
中
葦
一
郎

成
瀬
義
春

占
部
百
太
郎

山
崎
又
治
郎

デ
イ
．
　
エ
ツ
チ
、
ブ
カ
ナ
ソ

経
済
学
部
に
は
出
講
し
て
い
な
か
っ
た
か

（
2
9
）
，
新
制
大
学
の
発
足
し
た
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
年
）
度
に
お
け
る
法
学
部
政
治
学
科
の
専
任
教
員
と
そ
の
担
当
科
目
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
．

助同同同同同教
教

授　　　　　授

専同同同同同専
任　　　　　任

中
国
政
治
史
・
名
著
研
究
・
研
究
指
導

政
治
学
・
研
究
指
導

東
洋
外
交
史
・
時
事
問
題
・
研
究
増
，
、

社
会
学
特
殊
研
究
・
研
究
指
導

仏
国
憲
法
史
・
仏
語
・
研
究
指
導

日
本
政
治
史
・
研
究
指
導

西
洋
外
交
史
・
国
際
政
治
論
・
研
究
指
導

内今伊米英島及

山宮藤山　田川

正　政桂修久恒

熊新寛三道吉忠
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　卒第第民財経社欧東最政国行憲

　　二一　　　　州洋近
　業　　　　　　　　　　　際

計　研研　政済会外外政治　政

　論　　　　　　　　　　 公
　　究究　　　　交交治

　文会会法学学学史史史学法法法

一
七
　
　 二二四　　二二　　　　三　　　二

第
一
学
年
毎
週
投
茱
時
数

一
五
　
　 一二二　　二　　　一三　　二二

第
二
学
年
同
上

一
四
　
　 二二　　三　　　　三　　　　　　二二

第
三
学
年
同
上

　
　
　
学
年

科
目
　
　

／

　
政
治
学
科

必
修
科
目

資
料
4
（
『
慶
慮
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
後
〉
＝
二
ー
三
三
頁
）
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慶懸義塾大学法学部政治学科の回顧と現況

法国商手刑市比英 科

国 目

際　　　　　　較

計制　　　続　　政　　憲

私　　　　　　憲
法 学

史法法法法論法史 年

第

一
超9
一r

年
毎
週
授
業
時

六　　　　　　　…1　　　三 数

第

二
学
年

同

八二　　三　　一　　　二
上

第

三
学
年

同

八　　一三二　　＝二
上

選
択
科
目
（
ζ

商統経近社殖経銀 科

世 目

済　　会民済

計　　　　経　　　　行

学　　間政政
済 学

法計史史題策策論 年

第
一

学
年
毎
週
授
業
時

：六　　一　　…：　　　　　二 数

第

二
学
年

同

八三　　　　　　　二三
上

第
三
学
年

同

八三　　三　　二
上

選
択
科
目
（
甲
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同同同助講同同

　　　手師

同同同専兼同同
　　　任担

日
本
憲
法
史
・
政
治
心
理
学
・
研
究
指
導

中
国
憲
法
史
・
政
治
学
名
著
研
究
・
英
語
研
究

政
治
哲
学
・
研
究
指
導

通
信
教
育
指
導

　
　
　
　
マ
マ

通
信
教
育
指
導
導

石林生潮石中

井　田田川村

良　正江忠菊

博烈輝次雄男

中
沢
精
次
郎
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